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施
政
方
針
要
約

施
政
方
針
要
約

　湊市長は市議会定例会で「施政方針」を

述べ、新年度の市行政の方針を説明しまし

た。その要点についてご紹介します。

［政策について］　総合政策課　☎２４―６２２６

［予算について］　財政課　　　☎２４―６２１９

問い合わせ先

年
は
、
３
年
あ
ま
り
に

わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
に
よ

る
制
約
か
ら
解
放
さ
れ

た
一
方
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
が
経
済
回
復
の
大
き
な
足
か

せ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化

の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
市
は
広

大
な
森
林
や
豊
か
な
農
地
を
有

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

全
国
有
数
の
供
給
地
と
な
り
う

る
ほ
か
、
食
料
供
給
や
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
な
ど
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
を
先
取
り
し
た
分
野
で
多

く
の
優
位
性
を
備
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
て
、
各
種
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
市
の
将
来
の
成
長

発
展
に
つ
な
が
る
、
た
と
え
小

さ
な
芽
で
あ
っ
て
も
大
き
く
育

て
る
と
の
視
点
に
立
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
、
若
者
、
女
性
の
地
域
定
着

と
回
帰
を
図
る
こ
と
が
人
口
減
少

克
服
の
大
き
な
鍵
に
な
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
令
和
６
年
度
は
、
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
の
克
服

な
ど
、
本
市
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

３
つ
の
取
り
組
み
を
施
策
の
柱
に

据
え
、
積
極
的
に
予
算
配
分
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
民
の
福
祉
の
向
上
と
安
定
的

で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持

続
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
財

政
運
営
上
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
本
市
財
政

が
健
全
性
を
維
持
し
つ
つ
、
持
続

可
能
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会　計　名　

国民健康保険

後期高齢者医療

診療所運営

情報センター

奨学資金

介護サービス事業

スキー場運営

小友財産区

北内越財産区

松ヶ崎財産区

事業費（千円）

8,420,942 

1,077,639 

148,532 

204,291 

49,259 

17,893 

89,202 

2,160 

16 

999 

▶ 特別会計▶ 特別会計

会　計　別　

一般会計

特別会計

企業会計

事業費（千円）

48,606,000

10,010,933 

12,618,069

前年度比（㌫）

101.8

97.3 

86.3

合 計 71,235,002 98.0

▶ 予算総額▶ 予算総額

会　計　名　

水道事業

下水道事業

ガス事業

事業費（千円）

4,471,031

6,414,867 

1,732,171

▶ 企業会計▶ 企業会計

令
和
６
年
度

予
算
概
要

令
和
６
年
度

予
算
概
要

昨昨

新しい発想に基づき、

新たな由利本荘市を創造

新しい発想に基づき、

新たな由利本荘市を創造

Pick Up

関係人口拡大と地域のにぎわい創出

▶ ゆりほんスマイルフェスタ開催事業　
  　　　　　　　　　　　　　　　５５０万円

▶ 外貨獲得加速化推進事業　　　１３１０万円

▶ 住みたいまちリ・ブランディング事業 
  　　　　　　　　　　　　　　　２６０万円

　大規模事業の経済効果をさまざまな分野に波

及させるためのインフラ整備などのほか、観光や

スポーツの振興、保育園遊学を通して、交流や関

係人口の拡大、地域のにぎわいを創出します。

▶ 道路交通安全施設等整備事業（一番堰薬師堂線）　  
　　　　　　　　　　　　　　 ２億　　６０万円

▶ 社会資本整備総合交付金事業（百宅線） 　　　 　
　 　 　　　　　　　　　　　 ５億４５００万円

Pick Up

その他（以下一部抜粋）

若者・女性の地域定着を支援

▶ 起業・事業承継支援補助事業　　３００万円

▶ プロモーション会議　　　　　　６４０万円

▶ 結婚新生活支援事業　　　　　１３５０万円

起業にチャレンジできる環境整備や事業継承

を含めた起業支援施策の充実のほか、若者や女

性がいきいきと地域で活躍できる場の創出につ

なげる取り組みを推進します。

若者・女性の地域定着と切れ目のない子育て支援

本年度の重点施策「３つの柱」要約

［予算額 ７３億８３００万円］

農林水産業の振興

▶ 農業生産環境負荷低減推進事業　２３０万円

▶ 担い手確保・省力化支援事業　　７９０万円

▶ 森林経営管理事業　　　　１億８６２０万円

　環境負荷低減や省人・省力化につながる農業

施策に取り組むほか、森林整備・漁港管理などに

取り組みます。

切れ目のない子育て支援

▶ 母子保健事業　　　 　　　　 ６４７０万円

▶ 福祉医療費支給事業　　　６億５２７０万円

▶ 子育て支援金事業　　  　　　２５００万円

　子育て世代包括支援センターなどを核とした

相談体制拡充のほか、高校生世代までの医療費

無償化の継続などの経済的支援、児童生徒の健

やかな学びを支援します。

▶ 本荘東小学校建設事業　　 １２億７３２０万円

▶ 新山小学校改築事業　  　　 ８億１９６０万円

▶ ゆりほんＩＣＴ子供の学びアップデートプラン 　
　　　　　　　　　　　　　　　　 １２２０万円

その他（以下一部抜粋）

［予算額 ３８億７７００万円］

１

大規模プロジェクトなどを活かした関係人口の拡大と
地域産業の振興２

おおうち春まつりイベントの様子 （由利高校民謡部）

市内の事業者が一堂に会したイベントなどでにぎわいを創出します
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Pick Up

その他事業

　来年３月には合併して 20 年の節目を迎えます

が、これまでの枠に縛られず、新しい発想に基づ

き、新たな由利本荘市の姿を創造する想いで市政

の課題に臨んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　市長　湊　貴 信

Pick Up

おわりに

健康づくりと福祉支援

▶ 感染症等予防対策事業　　１億７３９０万円

▶ 軽度・中度難聴者補聴器購入費助成事業　　

　　　　　　　　　　　　　　　　３００万円

健康寿命の延伸を図る取り組み強化のほか、

地域福祉の充実、高齢者福祉の支援体制の強化

に取り組みます。

誰もが安全安心に暮らせるまちづくり

▶ 資格取得支援助成事業　 　　　 　１５０万円

▶ 国際交流事業　　　　　　　　　　９７０万円

▶ 総合計画策定事業　　　　　　　１０８０万円

▶ デジタルデバイド解消事業　　　　１９０万円

本年度の重点施策「３つの柱」要約

［予算額 ６９億５１００万円］

［予算額 １２億３２００万円］

地域防災力の向上

▶ 内水浸水対策事業　　  　　  ３８００万円

▶ むこう三軒両隣・たすけあい事業　９０万円

▶ ハザードマップ作成事業  　　　１１０万円

　ハザードマップや内水浸水想定区域図の作成

など、自助・共助意識の醸成と防災力の向上に

取り組みます。

▶ コミュニティバス運行事業　  １億３２７０万円

▶ 元気な地域づくりチャレンジ事業　　７１０万円

▶ 新ごみ処理施設整備事業　　　２億８６７０万円

その他（以下一部抜粋）

広報ＩＤ
１００９６０７

施政方針全文

広報ＩＤ
１００１６３３

当初予算詳細

教
育
方
針
要
約

　秋山教育長は市議会定例会で「教育方

針」を述べ、新年度の教育行政の目標や

方針を説明しました。その要点について

ご紹介します。

（問い合わせ先）教育総務課 ☎３２―１３０４

　
　
　
　
　
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

　
　
　
　
　
理
念
に
基
づ
き
共
生
・

　
　
　
　
　
自
立
・
躍
動
の
３
つ
の

視
点
を
基
底
に
据
え
、
本
市
教

育
の
基
本
方
針
で
あ
る

「ふ
る

さ
と
愛
に
満
ち
、
創
造
性
あ
ふ

れ
る
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
教
育
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
社
会
の
急
速
な
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
お
い

て
も
、
新
た
な
学
び
の
姿
を
具

現
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
の
大
き
な
テ
ー
マ

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
本
市

の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
人

口
減
少
な
ど
か
ら
生
じ
る
課
題

な
ど
に
対
し
、
市
と
し
て
一
体

的
に
取
り
組
み
、
持
続
的
な
発

展
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、
特
色

あ
る
教
育
資
源
を
最
大
限
に
活

か
し
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
行
政
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
芸
術
文
化
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
お
い
て
も
、
市
長

部
局
と
連
携
し
な
が
ら
教
育
施

策
を
展
開
し
、
本
市
の

「ま
ち

づ
く
り
」
「こ
こ
に
生
き
る
喜
び

づ
く
り
」
に
結
び
つ
け
て
い
き

ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
長
と
教
育
委

員
に
よ
る

「総
合
教
育
会
議
」

を
開
催
し
、
教
育
の
現
状
と
課

題
を
協
議
し
、
進
む
べ
き
方
向

性
を
共
有
し
な
が
ら
、
『教
育

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大

綱
』
の
最
終
年
度
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
、
よ
り
よ
い
教
育
行
政

の
推
進
に
努
め
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
に
対
応
し
得
る
、
新
た
な

大
綱
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

本本

学校教育

ふるさと愛に満ち
創造性あふれるひとづくり
ふるさと愛に満ち
創造性あふれるひとづくり

▶児童生徒が自ら調整しながら進める「個別最適
な学び」と、互いを認め、ともにこれからの社
会を創り上げていくための「協働的な学び」の
一体的な推進

▶ＩＣＴを活用した授業の充実を図るための県立
大学生によるＩＣＴ支援員の小・中学校への派
遣

▶多様性を認め合う温かい人間関係の中で、安心
した学校生活を送るための居場所づくり、絆づ
くり

▶老朽化した校舎改築・既存施設の維持補修と、
体育館を中心とした照明ＬＥＤ化の継続

▶令和８年４月に「鶴舞小学校」と「本荘東小
学校」、２つの統合小学校の開校を目指す

▶令和８年４月の開校に向けた「本荘東小学校」
の建築工事着手

教育環境の整備

令
和
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
の

「小
・
中
・
高
一
体
型
校
舎

　矢
島
小
学
校
」

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
創
作
教
室

で
の
支
援
の
様
子

３

市総合防災訓練の炊き出し訓練の様子

タイ王国のバンコククリスチャンカレッジの教育旅行団来訪時の様子
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Pick Up

その他事業

　来年３月には合併して 20 年の節目を迎えます

が、これまでの枠に縛られず、新しい発想に基づ

き、新たな由利本荘市の姿を創造する想いで市政

の課題に臨んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　市長　湊　貴 信

Pick Up

おわりに

健康づくりと福祉支援

▶ 感染症等予防対策事業　　１億７３９０万円

▶ 軽度・中度難聴者補聴器購入費助成事業　　

　　　　　　　　　　　　　　　　３００万円

健康寿命の延伸を図る取り組み強化のほか、

地域福祉の充実、高齢者福祉の支援体制の強化

に取り組みます。

誰もが安全安心に暮らせるまちづくり

▶ 資格取得支援助成事業　 　　　 　１５０万円

▶ 国際交流事業　　　　　　　　　　９７０万円

▶ 総合計画策定事業　　　　　　　１０８０万円

▶ デジタルデバイド解消事業　　　　１９０万円

本年度の重点施策「３つの柱」要約

［予算額 ６９億５１００万円］

［予算額 １２億３２００万円］

地域防災力の向上

▶ 内水浸水対策事業　　  　　  ３８００万円

▶ むこう三軒両隣・たすけあい事業　９０万円

▶ ハザードマップ作成事業  　　　１１０万円

　ハザードマップや内水浸水想定区域図の作成

など、自助・共助意識の醸成と防災力の向上に

取り組みます。

▶ コミュニティバス運行事業　  １億３２７０万円

▶ 元気な地域づくりチャレンジ事業　　７１０万円

▶ 新ごみ処理施設整備事業　　　２億８６７０万円

その他（以下一部抜粋）

広報ＩＤ
１００９６０７

施政方針全文

広報ＩＤ
１００１６３３

当初予算詳細

教
育
方
針
要
約

　秋山教育長は市議会定例会で「教育方

針」を述べ、新年度の教育行政の目標や

方針を説明しました。その要点について

ご紹介します。

（問い合わせ先）教育総務課 ☎３２―１３０４
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まつだあかちゃんこどもクリニック 22-0009

さけみ小児科クリニック 28-5101

佐藤病院 22-6555

清水泌尿器科内科医院 22-3100

菅原病院 22-1604

由利組合総合病院 27-1200

本荘ひがしクリニック 74-7032

佐藤医院（※歯科を除く） 56-2065

渡邊医院 53-3611

老方診療所 69-2866

由利本荘市鳥海診療所 57-2003

由利本荘市笹子診療所 59-2321

医療法人薫風会 象潟病院 44-2341

西目はまなす歯科 33-4055

日本調剤本荘薬局 28-1212

本荘ひがし調剤薬局 74-4161

松ヶ崎調剤薬局 27-3233

マリーナ調剤薬局 28-5522

やしま薬局 27-5005

まるさん薬局 27-5501

前郷調剤薬局 53-2827

西目調剤薬局 33-4880

にかほ薬局 62-8060

さくら薬局 43-4527

日本調剤本荘南薬局 28-0170

日本調剤本荘北薬局 27-1120

医療機関医療機関 電話番号電話番号地域 医療機関・薬局医療機関・薬局 電話番号電話番号地域地域

○△病院受付

マイナンバーカード一枚で
受診可能に！

広報ＩＤ
１００９６１６

　市では、各種受給者証を持参せず、マイナンバーカード１枚

で医療機関・薬局を受診できる体制を整備しています。対象と

なる方は受診時に、下記対象医療機関・薬局で受給者証が不要

になります。

対象者 マイナ保険証の利用登録をされている方で、由利本荘

市が発行する次のいずれかの受給者証をお持ちの方　

①福祉医療費受給者証 ②育成医療受給者証

③更生医療受給者証

実施時期　４月以降

※医療機関 ・薬局により開始時期が異なります。 受

診前に利用したい医療機関・薬局にご確認ください。

対象者は受給者証の提示が不要に

対象医療機関・薬局（令和６年４月現在）

※対象医療機関・薬局は順次拡大される予定です。

※上記以外を受診する場合は、これまでと同様に受給者証の提示が必要になります。

本荘 西目

本荘 本荘

本荘 本荘

本荘 本荘

本荘 本荘

本荘 本荘

本荘 本荘

矢島 矢島

由利 矢島

東由利 由利

鳥海 西目

鳥海 にかほ市

にかほ市 にかほ市

自治体 医療機関

公費助成情報
　 の連携

患者

閲覧

公
費受

給
証

保険証

※画像：デジタル庁ホームページより引用

問い合わせ先･･･市民課  ☎２４ｰ６２４４／福祉支援課 ☎２４―６３１４

持参不要

令和６年４月１日号　広報ゆりほんじょう 6

おわりに

生涯学習・社会教育の推進

▶最終年度となる「第４次生涯学習推進・社会教
育中期計画」の検証や評価と次期計画の策定

▶市ホームページなどによる各種講座の情報発信
強化と、生涯学習奨励員と連携した「学習の場」
の継続開設

▶ふるさとの自然や歴史・文化を学び、地域課題
などへの関心、意識を高める学習の充実

▶二次元コードリーダーを用いた出退勤時間の
見える化と、プリペイド携帯電話による休日夜
間緊急連絡の管理職への一元化

▶コーディネーターを中心とした、部活動の地
域移行に向けた関係機関・団体との連携

▶「教育支援センター」による教育的ニーズに応
じた多面的・包括的な支援

読書活動の推進

▶移動図書館・移動文庫の継続やマイナンバー
カードを活用した図書貸し出しの利用促進

▶市民の学習意欲や児童生徒の読書意欲の向上を
図る「調べる学習コンクール」「高橋宏幸賞コ
ンクール」を継続開催

▶本年度工事が完了する新山・矢島小学校両校の
学校図書の整備

教員の働き方改革

▶国史跡「鳥海山」の魅力発信や国の重要文化
財「土田家住宅」をはじめとする文化財の保存・
活用に努める

▶まいーれなどでの民俗芸能の公開や保存伝承
活動の支援と、小中学生をはじめとした継承意
欲のある若者の育成

▶本荘郷土資料館の老朽化と将来を見据えた、
新たな歴史文化拠点施設整備のための調査・研
究の継続

文化財保護

全文はこちらから

広報ＩＤ

１００９５７３

　市長部局と連携を図りながら、 生涯にわたって学び成長する喜びを実感で

きる機会を提供し、 本市教育の基本目標である 「ふるさと愛に満ち創造性

あふれるひとづくり」 に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由利本荘市教育長　秋山　正毅

永泉寺での防火訓練保育園への読み聞かせボランティア派遣事業

「
大
人
の
登
校
日
」

本
荘
こ
け
し
絵
付
け
体
験
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本荘 本荘

本荘 本荘

矢島 矢島

由利 矢島

東由利 由利

鳥海 西目

鳥海 にかほ市

にかほ市 にかほ市

自治体 医療機関

公費助成情報
　 の連携

患者

閲覧

公
費受

給
証

保険証

※画像：デジタル庁ホームページより引用

問い合わせ先･･･市民課  ☎２４ｰ６２４４／福祉支援課 ☎２４―６３１４

持参不要
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おわりに

生涯学習・社会教育の推進

▶最終年度となる「第４次生涯学習推進・社会教
育中期計画」の検証や評価と次期計画の策定

▶市ホームページなどによる各種講座の情報発信
強化と、生涯学習奨励員と連携した「学習の場」
の継続開設

▶ふるさとの自然や歴史・文化を学び、地域課題
などへの関心、意識を高める学習の充実

▶二次元コードリーダーを用いた出退勤時間の
見える化と、プリペイド携帯電話による休日夜
間緊急連絡の管理職への一元化

▶コーディネーターを中心とした、部活動の地
域移行に向けた関係機関・団体との連携

▶「教育支援センター」による教育的ニーズに応
じた多面的・包括的な支援

読書活動の推進

▶移動図書館・移動文庫の継続やマイナンバー
カードを活用した図書貸し出しの利用促進

▶市民の学習意欲や児童生徒の読書意欲の向上を
図る「調べる学習コンクール」「高橋宏幸賞コ
ンクール」を継続開催

▶本年度工事が完了する新山・矢島小学校両校の
学校図書の整備

教員の働き方改革

▶国史跡「鳥海山」の魅力発信や国の重要文化
財「土田家住宅」をはじめとする文化財の保存・
活用に努める

▶まいーれなどでの民俗芸能の公開や保存伝承
活動の支援と、小中学生をはじめとした継承意
欲のある若者の育成

▶本荘郷土資料館の老朽化と将来を見据えた、
新たな歴史文化拠点施設整備のための調査・研
究の継続

文化財保護

全文はこちらから

広報ＩＤ

１００９５７３

　市長部局と連携を図りながら、 生涯にわたって学び成長する喜びを実感で

きる機会を提供し、 本市教育の基本目標である 「ふるさと愛に満ち創造性

あふれるひとづくり」 に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由利本荘市教育長　秋山　正毅

永泉寺での防火訓練保育園への読み聞かせボランティア派遣事業

「
大
人
の
登
校
日
」

本
荘
こ
け
し
絵
付
け
体
験
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１  

異
動
の
規
模
な
ど

令
和
６
年
度
当
初
職
員
数 

９
６
８
人

　
｟
行
政
職
７
７
９
人
、
消
防
職
１
８
９
人
｠

　
前
年
同
期
比
４
人
減

　
｟
消
防
職
４
人
減
｠

異
動
対
象
者
数 

４
４
１
人

　
｟
行
政
職
３
２
４
人
、
消
防
職
１
１
７
人
｠

　
前
年
比
47
人
減

　
｟
行
政
職
51
人
減
、
消
防
職
４
人
増
｠

※

以
下
、
異
動
対
象
者
数
に
含
む
。

退
職
者
数
（
３
月
31
日
付
）

　
　
早
期
退
職
者
を
含
め 

26
人

　
｟
行
政
職
19
人
、
消
防
職
７
人
｠

　
う
ち
部
長
級
２
人

　
｟
行
政
職
２
人
｠

再
任
用
退
職
者
数 

８
人

　
｟
行
政
職
６
人
、
消
防
職
２
人
｠

新
採
用
職
員
数 

30
人

　
｟
行
政
職
25
人
、
消
防
職
５
人
｠

　
前
年
比
１
人
減

　
｟
行
政
職
３
人
減
、
消
防
職
２
人
増
｠

再
任
用
採
用
職
員
数 

３
人

　
｟
行
政
職
２
人
、
消
防
職
１
人
｠

2  

異
動
方
針
お
よ
び

　
　
　
　
　人
員
配
置
の
要
点

⑴
令
和
５
年
度
施
行
の
定
年
延
長
制
度
を

　
活
用
し
、
前
総
務
部
長
を
次
長
級
の
行

　
財
政
改
革
推
進
監
に
任
命
し
、
喫
緊
の

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
行
財
政
改
革
の
推

　
進
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

⑵
定
年
延
長
制
度
の
開
始
と
併
せ
て
再
任

　
用
期
間
が
５
年
間
の
長
期
に
わ
た
る
こ

　
と
に
伴
い
、
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
も

　
在
職
経
験
な
ど
の
活
用
を
図
る
観
点
か

　
ら
積
極
的
な
配
置
転
換
を
行
う
。

⑶
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
の
充
実
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

　
め
、
引
き
続
き
総
務
部
に
民
間
企
業
か
ら

　
派
遣
を
受
け
た
Ｄ
Ｘ
推
進
監
の
配
置
を
継

　
続
す
る
。

⑷
滞
納
私
債
権
の
処
理
業
務
を
収
納
課
に

　
集
約
す
る
と
と
も
に
、
担
当
職
員
を
増

　
員
配
置
し
、
歳
入
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

⑸
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
を
廃

　
止
し
市
民
課
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
業
務
と
人
員
の
集
約
を
図
る
と
と
も
に
、

　
移
動
市
役
所
業
務
を
市
民
相
談
室
に
移

　
管
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制

　
を
整
備
す
る
。

⑹
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５
類
へ
の

　
移
行
、
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の
縮
小
を

　
受
け
、
健
康
福
祉
部
に
設
置
し
て
い
た

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
廃
止
し
、
健

　
康
づ
く
り
課
に
業
務
を
集
約
す
る
。

⑺
健
康
福
祉
部
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
運
営
を
業
務
委
託
に
移
行
す
る

　
と
と
も
に
、
基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
ー
所
管
業
務
を
長
寿
生
き
が
い
課
に
集

　
約
し
、
地
域
包
括
支
援
班
と
し
て
新
設

　
す
る
。

⑻
台
湾
や
タ
イ
王
国
を
中
心
と
し
た
イ
ン

　
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
観

　
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
振
興
課
か
ら

　
新
た
に
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
観
光
連

　
盟
に
職
員
を
派
遣
す
る
。

⑼
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
所
管

　
し
て
い
た
消
防
団
に
関
す
る
業
務
を
消

　
防
本
部
に
移
管
し
、
指
揮
命
令
系
統
の

　
明
確
化
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

⑽
引
き
続
き
、
職
員
を
国
、
県
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

　
な
ど
各
方
面
に
研
修
派
遣
し
、
新
た
な

　
学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
更
な
る
資
質
向
上
を
目
指
す
。

令
和
６
年
度  

由
利
本
荘
市
人
事
異
動 

の
概
要

異
動

総務部長

髙橋重保
企画振興部長

阿部　徹
市民生活部長

遠藤裕文
健康福祉部長兼
福祉事務所長

小松　等

産業振興部長

齋藤喜紀
観光文化
スポーツ部長

今野和司

大内総合支所長

佐々木進一
東由利総合支所長

佐藤智樹
西目総合支所長

柴田浩樹
鳥海総合支所長

小番竜太郎
議会事務局長

鎌田直人
選挙管理委員会
事務局長

工藤英也

監査委員事務局長

田中順子
農業委員会
事務局長

木内卓朗

建設部長

原　敬浩
矢島総合支所長

相庭裕之
岩城総合支所長

齋藤　徹
由利総合支所長

遠藤千代子

教育委員会
教育次長

熊谷信幸

企業局長

五十嵐保
消 防 長

佐藤英樹

三
森

　

 

隆 

副
市
長市 長

副市長

秋
山

　正
毅 

教
育
長

三
浦

　

 

守 

企
業
管
理
者

広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください

◆次長・課長～新採用、３月31日付退職者については、
　別刷りの「広報ゆりほんじょう号外・市職員人事異
　動一覧」をご覧ください。

総　務　部企画振興部市民生活部健康福祉部産業振興部観光文化
スポーツ部

建　設　部総 合 支 所

教育委員会議　　会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

消防本部

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

管　財　課

契約検査課

危機管理課

行政改革推進課

税　務　課

収　納　課

総合政策課

地域づくり推進課

移住支援課

情報政策課

広報広聴課

市　民　課

生活環境課

清掃事業所

健康づくり課

福祉支援課

こども未来課

長寿生きがい課

福
祉
事
務
所

農業振興課

農山漁村振興課

商工振興課

エネルギー政策課

観光振興課

まるごと
売り込み課

文化・
スポーツ課

建設管理課

都市計画課

建築住宅課

市民サービス課

産業建設課

鳥海診療所

笹子診療所

会

　計

　課

教育長

事　務　局 教 育 機 関

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

各地域教育学習課

事　務　局

事　務　局

事　務　局

企業管理者

管　理　課

営　業　課

水　道　課

下 水 道 課

ガ　ス　課

鳥海・矢島上下水道事務所

岩城上下水道事務所

大内上下水道事務所

東由利上下水道事務所

消　防　長

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

由利本荘市消防署

分　　署

事　務　局
本市の機構 各部・各課の配置図

（4月1日付）

市職員人事
〈4月1日付〉
◆部長級

企　業　局
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１  

異
動
の
規
模
な
ど

令
和
６
年
度
当
初
職
員
数 

９
６
８
人

　
｟
行
政
職
７
７
９
人
、
消
防
職
１
８
９
人
｠

　
前
年
同
期
比
４
人
減

　
｟
消
防
職
４
人
減
｠

異
動
対
象
者
数 

４
４
１
人

　
｟
行
政
職
３
２
４
人
、
消
防
職
１
１
７
人
｠

　
前
年
比
47
人
減

　
｟
行
政
職
51
人
減
、
消
防
職
４
人
増
｠

※

以
下
、
異
動
対
象
者
数
に
含
む
。

退
職
者
数
（
３
月
31
日
付
）

　
　
早
期
退
職
者
を
含
め 

26
人

　
｟
行
政
職
19
人
、
消
防
職
７
人
｠

　
う
ち
部
長
級
２
人

　
｟
行
政
職
２
人
｠

再
任
用
退
職
者
数 

８
人

　
｟
行
政
職
６
人
、
消
防
職
２
人
｠

新
採
用
職
員
数 

30
人

　
｟
行
政
職
25
人
、
消
防
職
５
人
｠

　
前
年
比
１
人
減

　
｟
行
政
職
３
人
減
、
消
防
職
２
人
増
｠

再
任
用
採
用
職
員
数 

３
人

　
｟
行
政
職
２
人
、
消
防
職
１
人
｠

2  

異
動
方
針
お
よ
び

　
　
　
　
　人
員
配
置
の
要
点

⑴
令
和
５
年
度
施
行
の
定
年
延
長
制
度
を

　
活
用
し
、
前
総
務
部
長
を
次
長
級
の
行

　
財
政
改
革
推
進
監
に
任
命
し
、
喫
緊
の

　
課
題
と
な
っ
て
い
る
行
財
政
改
革
の
推

　
進
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

⑵
定
年
延
長
制
度
の
開
始
と
併
せ
て
再
任

　
用
期
間
が
５
年
間
の
長
期
に
わ
た
る
こ

　
と
に
伴
い
、
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
も

　
在
職
経
験
な
ど
の
活
用
を
図
る
観
点
か

　
ら
積
極
的
な
配
置
転
換
を
行
う
。

⑶
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
の
充
実
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

　
め
、
引
き
続
き
総
務
部
に
民
間
企
業
か
ら

　
派
遣
を
受
け
た
Ｄ
Ｘ
推
進
監
の
配
置
を
継

　
続
す
る
。

⑷
滞
納
私
債
権
の
処
理
業
務
を
収
納
課
に

　
集
約
す
る
と
と
も
に
、
担
当
職
員
を
増

　
員
配
置
し
、
歳
入
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

⑸
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
を
廃

　
止
し
市
民
課
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
業
務
と
人
員
の
集
約
を
図
る
と
と
も
に
、

　
移
動
市
役
所
業
務
を
市
民
相
談
室
に
移

　
管
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制

　
を
整
備
す
る
。

⑹
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５
類
へ
の

　
移
行
、
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の
縮
小
を

　
受
け
、
健
康
福
祉
部
に
設
置
し
て
い
た

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
廃
止
し
、
健

　
康
づ
く
り
課
に
業
務
を
集
約
す
る
。

⑺
健
康
福
祉
部
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
運
営
を
業
務
委
託
に
移
行
す
る

　
と
と
も
に
、
基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
ー
所
管
業
務
を
長
寿
生
き
が
い
課
に
集

　
約
し
、
地
域
包
括
支
援
班
と
し
て
新
設

　
す
る
。

⑻
台
湾
や
タ
イ
王
国
を
中
心
と
し
た
イ
ン

　
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
観

　
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
観
光
振
興
課
か
ら

　
新
た
に
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
観
光
連

　
盟
に
職
員
を
派
遣
す
る
。

⑼
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
所
管

　
し
て
い
た
消
防
団
に
関
す
る
業
務
を
消

　
防
本
部
に
移
管
し
、
指
揮
命
令
系
統
の

　
明
確
化
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

⑽
引
き
続
き
、
職
員
を
国
、
県
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

　
な
ど
各
方
面
に
研
修
派
遣
し
、
新
た
な

　
学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
更
な
る
資
質
向
上
を
目
指
す
。

令
和
６
年
度  

由
利
本
荘
市
人
事
異
動 

の
概
要

異
動

総務部長

髙橋重保
企画振興部長

阿部　徹
市民生活部長

遠藤裕文
健康福祉部長兼
福祉事務所長

小松　等

産業振興部長

齋藤喜紀
観光文化
スポーツ部長

今野和司

大内総合支所長

佐々木進一
東由利総合支所長

佐藤智樹
西目総合支所長

柴田浩樹
鳥海総合支所長

小番竜太郎
議会事務局長

鎌田直人
選挙管理委員会
事務局長

工藤英也

監査委員事務局長

田中順子
農業委員会
事務局長

木内卓朗

建設部長

原　敬浩
矢島総合支所長

相庭裕之
岩城総合支所長

齋藤　徹
由利総合支所長

遠藤千代子

教育委員会
教育次長

熊谷信幸

企業局長

五十嵐保
消 防 長

佐藤英樹

三
森

　

 

隆 

副
市
長市 長

副市長

秋
山

　正
毅 

教
育
長

三
浦

　

 

守 

企
業
管
理
者

広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください

◆次長・課長～新採用、３月31日付退職者については、
　別刷りの「広報ゆりほんじょう号外・市職員人事異
　動一覧」をご覧ください。

総　務　部企画振興部市民生活部健康福祉部産業振興部観光文化
スポーツ部

建　設　部総 合 支 所

教育委員会議　　会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

消防本部

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

管　財　課

契約検査課

危機管理課

行政改革推進課

税　務　課

収　納　課

総合政策課

地域づくり推進課

移住支援課

情報政策課

広報広聴課

市　民　課

生活環境課

清掃事業所

健康づくり課

福祉支援課

こども未来課

長寿生きがい課

福
祉
事
務
所

農業振興課

農山漁村振興課

商工振興課

エネルギー政策課

観光振興課

まるごと
売り込み課

文化・
スポーツ課

建設管理課

都市計画課

建築住宅課

市民サービス課

産業建設課

鳥海診療所

笹子診療所

会

　計

　課

教育長

事　務　局 教 育 機 関

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

各地域教育学習課

事　務　局

事　務　局

事　務　局

企業管理者

管　理　課

営　業　課

水　道　課

下 水 道 課

ガ　ス　課

鳥海・矢島上下水道事務所

岩城上下水道事務所

大内上下水道事務所

東由利上下水道事務所

消　防　長

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

由利本荘市消防署

分　　署

事　務　局
本市の機構 各部・各課の配置図

（4月1日付）

市職員人事
〈4月1日付〉
◆部長級

企　業　局



３
月
３
日
、
カ
ダ
ー
レ
で
開
催

さ
れ
、
約
２
０
０
人
の
市
民
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
た
福
島
県
い
わ
き

市
災
害
対
策
課
の
安
藤
成
央
さ

ん
か
ら
、
防
災
に
必
要
な
「
こ

こ
ろ
の
備
え
」「
知
識
の
備
え
」

「
モ
ノ
の
備
え
」
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災

教
育
の
大
切
さ
と
い
ざ
と
い
う

時
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練

の
必
要
性
を
参
加
者
に
伝
え
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田

　
自
然
災
害
に
対
す
る
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に

「
市
民
防
災
講
演
会
３
・
11
と

５
・
26
か
ら
の
教
訓
『
自
然
災

害
に
備
え
災
害
か
ら
命
を
守
る
』

ど
う
す
る
？
由
利
本
荘
！
」
が

放
送
局
の
工
藤
博
昭
さ
ん
、
髙

野
栞
さ
ん
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
保

管
さ
れ
て
い
る
日
本
海
中
部
地

震
発
生
時
に
報
道
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
地
震
、
津

波
被
害
を
記
録
し
た
貴
重
な
映

像
を
交
え
な
が
ら
、
日
頃
か
ら

で
き
る
防
災
対
策
や
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
心
構
え
な

ど
、
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
側
の

視
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中

止
さ
れ
て
い

た
「
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
３

月
10
日
、
４

年
ぶ
り
に
カ

ダ
ー
レ
を
会

場
に
開
催
さ

れ
、
地
元
由

利
本
荘
の
人

形
劇
団
ク
ス

ク
ス
の
ほ
か

県
外
か
ら
３
団
体
が
出
演
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
人
形
劇
団
ク
ス
ク

ス
の
「
さ
る
か
に
合
戦
」
は
約

１
０
０
人
が
観
劇
し
、
子
ど
も

た
ち
は
サ
ル
と
カ
ニ
の
や
り
取

り
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
５
人
で

来
て
い
た
市
内
小
学
校
に
通
う

女
の
子
は
「
ク
リ
が
い
ろ
り
か

ら
飛
び
出
す
と
こ
ろ
と
、
サ
ル

が
お
尻
を
出
し
て
逃
げ
る
と
こ

ろ
が
面
白
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
　

過
去
の
大
地
震
か
ら
防
災
を
学
ぶ

市
民
防
災
講
演
会
が
開
催

４
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
！

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
人
形
劇
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

福島県いわき市職員の安藤さん

工藤さん（左）と髙野さん（右）
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◆市長の動き（２月分）

2月2日㈮

3日㈯

5日㈪

7日㈬

8日㈭

9日㈮

10日㈯

13日㈫

14日㈬
16日㈮

17日㈯

18日㈰
19日㈪
20日㈫
22日㈭
24日㈯
27日㈫

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

件　　　　　数
6　件 100,000合　計

支出額
（円）

2月 2 日
2月 3 日

2月 4 日

2月 5 日

2月 7 日

2月 9 日

2月10日
2月13日
2月14日

2月16日

2月17日

2月24日

合　計  

（2）会費等

副市長交際費執行状況

7,000
3,850

3,000

5,000

5,000

5,775

5,000

1,000
3,000
5,000

3,850

2,000
10,000
3,380
62,855

市優良技能者表彰式祝賀会会費（両副市長出席）
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会会費
（三森副市長出席）

2月 2 日

2月24日

合　計  

14,000

10,000

24,000

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

本荘こけし 県伝統的工芸品への指定報告会
市優良技能者表彰式・祝賀会
北内越地区懇談会・懇親会
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会 市との懇談
会・懇親会
ＮＰＯ法人逢い 文部科学大臣表彰報告会
蓼沼町内市政懇談会・懇親会
県後期高齢者医療広域連合議会 議会運営委員会・全員協
議会・本会議（秋田市）
定例記者会見
市スポーツ賞表彰式
南内越地域懇談会・懇親会
脱炭素社会実現に向けた環境省と首長との意見交換会（秋田市）
県市町村総合事務組合議会定例会・懇親会（秋田市）
岩城法人経営者協会新春講演会・交流会
市議会定例会本会議（開会）
市遺族会合同研修会
西部地区町内連絡協議会地区懇談会・懇親会
由利本荘プロモーション会議第1期活動報告会
移動市役所「ゆりほん窓口ＧＯ！」お披露目式
「市民満足度調査」分析結果に関する報告会
子吉財産区議会定例会
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会
市及び広域市町村圏組合定期監査結果報告式

○代：代理出席

市優良技能者表彰式祝賀会会費
北内越地区懇談会懇親会へ寸志
由利芸術文化協会創立５０周年記念祝賀会会費
（○代佐々木副市長）
西部地区町内連絡協議会創設４０周年記念祝賀
会会費（○代三森副市長）
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会 市
との懇談会懇親会会費
蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志
岩城建設技能組合総会懇親会会費（○代岩城総合
支所長）
南内越地域懇談会懇親会会費
県市町村総合事務組合議会定例会懇親会会費
岩城法人経営者協会 新春講演会交流会会費
造林コンクール表彰授与式・林業講演会懇親会
へ寸志（○代農山漁村振興課長）
西部地区町内連絡協議会 地区懇談会懇親会会費
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会会費
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（○代由利総合支所長）

　
矢
島
小
学
校
は
明
治
６
年
に

開
校
し
、
八
森
校
舎
は
約
１
５

０
年
間
同
じ
敷
地
内
に
建
ち
続

け
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

校
舎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
、
３
月
６
日
に
特
別
企
画
の

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
締
め
く
く
り
と
な
る
こ
の
日

は
「
校
舎
の
壁
に
寄
せ
書
き
」

「
縦
割
り
の
な
か
よ
し
給
食
」

な
ど
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が

思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
15
日
に
は
こ
の
校
舎

で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

６
年
生
が
卒
業
証
書
を
受
け
取

り
、
式
終
了
後
に
は
在
校
生
や

先
生
か
ら
拍
手
で
見
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
と
し
４
月
か
ら
矢
島
中
学

校
と
矢
島
高
校
に
併
設
さ
れ
た

新
校
舎
へ
移
転
す
る
矢
島
小
学

校
。
お
世
話
に
な
っ
た
八
森
校

舎
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

１
年
か
け
て
「
さ
よ
な
ら
八
森

１
５
０
年
間
あ
り
が
と
う
。
八
森
校
舎
！

矢
島
小
学
校
で
校
舎
移
転
前
、
最
後
の
催
し

西
目
総
合
支
所
で
行
わ
れ
、
石

沢
公
民
館
の
齋
藤
一
昭
館
長
は

「
表
彰
は
石
沢
地
区
住
民
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
住
民
の

思
い
を
今
後
も
公
民
館
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
の
受
賞
は
平
成
30
年

度
の
岩
城
公
民
館
以
来
４
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
石
沢
公
民
館
が

「
第
76
回
優
良
公
民
館
」
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
同
公
民
館
は
、
旧

石
沢
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て
、

地
区
文
化
祭
の
開
催
や
「
石
沢

学
校
食
堂
」
開
店
へ
の
支
援
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
協
力
な
ど
、
地
域
住
民
と
連

携
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
報
告
会
は
２
月
27
日
に

公
民
館
と
地
域
が一体
と
な
っ
た
活
動
が
評
価

石
沢
公
民
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

市長のつぶやき日記 市長の湊貴信です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
豪

雨
災
害
へ
の
対
策
の
見
直
し
な

ど
を
目
的
に
、
国
・
県
・
市
な

ど
の
関
係
者
が
集
い
、
情
報
共

有
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
周
知
や
立
地
適
正
化
計
画

に
お
け
る
誘
導
区
域
の
設
定
、

防
災
指
針
の
検
討
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
上
空
か
ら
子
吉
川
の
視
察
も

行
い
ま
し
た
が
、
曲
が
り
の
多

い
川
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

３月13日㈬投稿
子吉川圏域「大規模氾濫時の減災対策協議会」
子吉川圏域流域治水協議会

３月13日㈬投稿
起業家ピッチチャレンジ由利本荘市編

　
本
市
で
は
若
者
・
女
性
が
活

躍
で
き
る
仕
事
を
増
や
す
た
め

「
起
業
す
る
な
ら
由
利
本
荘
で
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
そ
こ
に
通
じ
る
「
起

業
家
ピ
ッ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が

㈱
北
都
銀
行
の
主
催
で
開
催
さ

れ
、
５
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
方
の
プ
レ
ゼ
ン
を
拝
聴
し
ま

し
た
。
私
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
が
、
皆
、

熱
の
こ
も
っ
た
提
案
で
し
た
。

　
市
内
で
は
令
和
３
年
度
以
降
、

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
43
人

の
方
が
起
業
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま

す
！

秋
山
教
育
長｟
左
｠と
齋
藤
館
長｟
右
｠

全
校
児
童
で
６
年
生
を
見
送
り
ま
し
た



３
月
３
日
、
カ
ダ
ー
レ
で
開
催

さ
れ
、
約
２
０
０
人
の
市
民
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
た
福
島
県
い
わ
き

市
災
害
対
策
課
の
安
藤
成
央
さ

ん
か
ら
、
防
災
に
必
要
な
「
こ

こ
ろ
の
備
え
」「
知
識
の
備
え
」

「
モ
ノ
の
備
え
」
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災

教
育
の
大
切
さ
と
い
ざ
と
い
う

時
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練

の
必
要
性
を
参
加
者
に
伝
え
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田

　
自
然
災
害
に
対
す
る
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に

「
市
民
防
災
講
演
会
３
・
11
と

５
・
26
か
ら
の
教
訓
『
自
然
災

害
に
備
え
災
害
か
ら
命
を
守
る
』

ど
う
す
る
？
由
利
本
荘
！
」
が

放
送
局
の
工
藤
博
昭
さ
ん
、
髙

野
栞
さ
ん
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
保

管
さ
れ
て
い
る
日
本
海
中
部
地

震
発
生
時
に
報
道
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
地
震
、
津

波
被
害
を
記
録
し
た
貴
重
な
映

像
を
交
え
な
が
ら
、
日
頃
か
ら

で
き
る
防
災
対
策
や
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
心
構
え
な

ど
、
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
側
の

視
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
中

止
さ
れ
て
い

た
「
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
３

月
10
日
、
４

年
ぶ
り
に
カ

ダ
ー
レ
を
会

場
に
開
催
さ

れ
、
地
元
由

利
本
荘
の
人

形
劇
団
ク
ス

ク
ス
の
ほ
か

県
外
か
ら
３
団
体
が
出
演
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
人
形
劇
団
ク
ス
ク

ス
の
「
さ
る
か
に
合
戦
」
は
約

１
０
０
人
が
観
劇
し
、
子
ど
も

た
ち
は
サ
ル
と
カ
ニ
の
や
り
取

り
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
５
人
で

来
て
い
た
市
内
小
学
校
に
通
う

女
の
子
は
「
ク
リ
が
い
ろ
り
か

ら
飛
び
出
す
と
こ
ろ
と
、
サ
ル

が
お
尻
を
出
し
て
逃
げ
る
と
こ

ろ
が
面
白
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
　

過
去
の
大
地
震
か
ら
防
災
を
学
ぶ

市
民
防
災
講
演
会
が
開
催

４
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
！

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
人
形
劇
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

福島県いわき市職員の安藤さん

工藤さん（左）と髙野さん（右）
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◆市長の動き（２月分）

2月2日㈮

3日㈯

5日㈪

7日㈬

8日㈭

9日㈮

10日㈯

13日㈫

14日㈬
16日㈮

17日㈯

18日㈰
19日㈪
20日㈫
22日㈭
24日㈯
27日㈫

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

件　　　　　数
6　件 100,000合　計

支出額
（円）

2月 2 日
2月 3 日

2月 4 日

2月 5 日

2月 7 日

2月 9 日

2月10日
2月13日
2月14日

2月16日

2月17日

2月24日

合　計  

（2）会費等

副市長交際費執行状況

7,000
3,850

3,000

5,000

5,000

5,775

5,000

1,000
3,000
5,000

3,850

2,000
10,000
3,380
62,855

市優良技能者表彰式祝賀会会費（両副市長出席）
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会会費
（三森副市長出席）

2月 2 日

2月24日

合　計  

14,000

10,000

24,000

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

本荘こけし 県伝統的工芸品への指定報告会
市優良技能者表彰式・祝賀会
北内越地区懇談会・懇親会
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会 市との懇談
会・懇親会
ＮＰＯ法人逢い 文部科学大臣表彰報告会
蓼沼町内市政懇談会・懇親会
県後期高齢者医療広域連合議会 議会運営委員会・全員協
議会・本会議（秋田市）
定例記者会見
市スポーツ賞表彰式
南内越地域懇談会・懇親会
脱炭素社会実現に向けた環境省と首長との意見交換会（秋田市）
県市町村総合事務組合議会定例会・懇親会（秋田市）
岩城法人経営者協会新春講演会・交流会
市議会定例会本会議（開会）
市遺族会合同研修会
西部地区町内連絡協議会地区懇談会・懇親会
由利本荘プロモーション会議第1期活動報告会
移動市役所「ゆりほん窓口ＧＯ！」お披露目式
「市民満足度調査」分析結果に関する報告会
子吉財産区議会定例会
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会
市及び広域市町村圏組合定期監査結果報告式

○代：代理出席

市優良技能者表彰式祝賀会会費
北内越地区懇談会懇親会へ寸志
由利芸術文化協会創立５０周年記念祝賀会会費
（○代佐々木副市長）
西部地区町内連絡協議会創設４０周年記念祝賀
会会費（○代三森副市長）
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会 市
との懇談会懇親会会費
蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志
岩城建設技能組合総会懇親会会費（○代岩城総合
支所長）
南内越地域懇談会懇親会会費
県市町村総合事務組合議会定例会懇親会会費
岩城法人経営者協会 新春講演会交流会会費
造林コンクール表彰授与式・林業講演会懇親会
へ寸志（○代農山漁村振興課長）
西部地区町内連絡協議会 地区懇談会懇親会会費
周防彦宗氏 瑞宝双光章受章記念祝賀会会費
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（○代由利総合支所長）

　
矢
島
小
学
校
は
明
治
６
年
に

開
校
し
、
八
森
校
舎
は
約
１
５

０
年
間
同
じ
敷
地
内
に
建
ち
続

け
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

校
舎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
、
３
月
６
日
に
特
別
企
画
の

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
締
め
く
く
り
と
な
る
こ
の
日

は
「
校
舎
の
壁
に
寄
せ
書
き
」

「
縦
割
り
の
な
か
よ
し
給
食
」

な
ど
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が

思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
15
日
に
は
こ
の
校
舎

で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

６
年
生
が
卒
業
証
書
を
受
け
取

り
、
式
終
了
後
に
は
在
校
生
や

先
生
か
ら
拍
手
で
見
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
と
し
４
月
か
ら
矢
島
中
学

校
と
矢
島
高
校
に
併
設
さ
れ
た

新
校
舎
へ
移
転
す
る
矢
島
小
学

校
。
お
世
話
に
な
っ
た
八
森
校

舎
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

１
年
か
け
て
「
さ
よ
な
ら
八
森

１
５
０
年
間
あ
り
が
と
う
。
八
森
校
舎
！

矢
島
小
学
校
で
校
舎
移
転
前
、
最
後
の
催
し

西
目
総
合
支
所
で
行
わ
れ
、
石

沢
公
民
館
の
齋
藤
一
昭
館
長
は

「
表
彰
は
石
沢
地
区
住
民
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
住
民
の

思
い
を
今
後
も
公
民
館
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
の
受
賞
は
平
成
30
年

度
の
岩
城
公
民
館
以
来
４
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
石
沢
公
民
館
が

「
第
76
回
優
良
公
民
館
」
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
同
公
民
館
は
、
旧

石
沢
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て
、

地
区
文
化
祭
の
開
催
や
「
石
沢

学
校
食
堂
」
開
店
へ
の
支
援
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
協
力
な
ど
、
地
域
住
民
と
連

携
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
報
告
会
は
２
月
27
日
に

公
民
館
と
地
域
が一体
と
な
っ
た
活
動
が
評
価

石
沢
公
民
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

市長のつぶやき日記 市長の湊貴信です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
豪

雨
災
害
へ
の
対
策
の
見
直
し
な

ど
を
目
的
に
、
国
・
県
・
市
な

ど
の
関
係
者
が
集
い
、
情
報
共

有
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
周
知
や
立
地
適
正
化
計
画

に
お
け
る
誘
導
区
域
の
設
定
、

防
災
指
針
の
検
討
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
上
空
か
ら
子
吉
川
の
視
察
も

行
い
ま
し
た
が
、
曲
が
り
の
多

い
川
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

３月13日㈬投稿
子吉川圏域「大規模氾濫時の減災対策協議会」
子吉川圏域流域治水協議会

３月13日㈬投稿
起業家ピッチチャレンジ由利本荘市編

　
本
市
で
は
若
者
・
女
性
が
活

躍
で
き
る
仕
事
を
増
や
す
た
め

「
起
業
す
る
な
ら
由
利
本
荘
で
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
そ
こ
に
通
じ
る
「
起

業
家
ピ
ッ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が

㈱
北
都
銀
行
の
主
催
で
開
催
さ

れ
、
５
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
方
の
プ
レ
ゼ
ン
を
拝
聴
し
ま

し
た
。
私
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
が
、
皆
、

熱
の
こ
も
っ
た
提
案
で
し
た
。

　
市
内
で
は
令
和
３
年
度
以
降
、

把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
43
人

の
方
が
起
業
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま

す
！

秋
山
教
育
長｟
左
｠と
齋
藤
館
長｟
右
｠

全
校
児
童
で
６
年
生
を
見
送
り
ま
し
た
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問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

«
子
育
て
世
帯
向
け
»

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

«
在
宅
介
護
世
帯
向
け
»

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

  

市
内
に
住
所
が
あ
る
次
の
世
帯

に
市
指
定
ご
み
袋
１
０
０
枚
｟
可

燃
45
立
｠
を
支
給
し
ま
す
。

❶
子
育
て
世
帯

対
象
　
４
月
１
日
以
降
に
誕
生

し
、
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
乳

児
が
い
る
世
帯
｟
出
生
し
た
子
ど

も
１
人
に
つ
き
１
回
｠

必
要
書
類
　
母
子
手
帳

※

出
生
届
と
併
せ
て
手
続
き
し
ま

す
。
出
生
届
を
市
外
へ
提
出
し
た

場
合
も
申
請
で
き
ま
す
。

❷
在
宅
介
護
世
帯

対
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

世
帯
の
う
ち
、
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

「
要
介
護
４
」「
要
介
護
５
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

｟
施
設
入
所
者
お
よ
び
長
期
の
入

院
・
入
所
を
し
て
い
る
場
合
を
除

く
、
年
度
内
１
回
の
み
｠

必
要
書
類
　
申
請
者
、
ま
た
は
申

請
代
行
者
の
本
人
確
認
書
類
｟
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

広報ＩＤ
１００９６６９

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す

４
　
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

か
か
る
資
金
の
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
別
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
細
は
下
記
の
窓

口
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
令
和

７
年
２
月
28
日
㈮
｟
予
算
到
達
次

第
、
受
け
付
け
終
了
｠

令
和
６
年
度
変
更
点

▼
災
害
復
旧
支
援
型
を
除
き
、
再

申
請
を
行
う
住
宅
の
上
限
額
を

２
分
の
１
に
変
更

▼
申
請
様
式
を
変
更
、
新
様
式
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

１
出
生
し
た
子
ど
も
が
い
る
育
児・在
宅
介
護
世
帯
へ

市
指
定
の
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

３
後
期
高
齢
者

健
診
受
診
券｟
き
み
ど
り
色
｠を

４
月
下
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
に
受
診
券
を
発
送
し

ま
す
。

　
受
診
券
と
保
険
証
を
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
持
っ
て
行
く
こ
と
で

「
後
期
高
齢
者
健
診
」
を
自
己
負

担
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

受
診
期
限
　
令
和
７
年
１
月
31
日

㈮受
診
時
の
持
ち
物
　
受
診
券
｟
裏

面
の
質
問
票
に
記
入
済
み
の
も

の
｠
、
保
険
証

※

マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
を
希
望

す
る
方
は
、
事
前
に
医
療
機
関
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

※

令
和
６
年
６
月
２
日
以
降
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る

方
に
は
、
保
険
証
郵
送
時
に
同
封

し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

保
険
料
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知

書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
｟
２
月

の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
お

り
、
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
に

変
更
の
あ
る
方
に
通
知
し
ま
す
｠

も
い
ま
す
の
で
、
必
ず
中
身
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
診
費

用
の
一
部
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
に

同
封
さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

助
成
額
　
上
限
１
万
円
｟
受
診
内

容
に
応
じ
て
助
成
｠

必
要
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
受
診
券
｟
き

み
ど
り
色
｠、
振
込
先
の
口
座
情
報

が
確
認
で
き
る
も
の
｟
受
診
者
名

義
の
通
帳
な
ど
｠

※

令
和
５
年
度
内
に
受
診
し
た
方

は
、
４
月
12
日
㈮
ま
で
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
表
が

期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
方
は

次
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広報ＩＤ
１００３８４８

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

由
利
本
荘
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

２
40
歳
以
上
の
方
へ

特
定
健
診
受
診
券
｟
紫
色
｠
を

４
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

　
受
診
券
と
保
険
証
を
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
持
っ
て
行
く
こ
と
で

「
特
定
健
康
診
査
」
を
自
己
負
担

な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
に
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る
健
診
日
程
表
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

受
診
日
時
点
で
市
の
国
民
健
康

保
険
の
資
格
の
な
い
方
は
受
診
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は

受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

は
、
受
診
費
用
の
一
部
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、
受

診
の
際
に
受
診
券
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
か
ら
助
成
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
個
人
で
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

だ
方
は
市
の
窓
口
に
申
請
す
る
こ

と
で
後
日
助
成
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

30
歳
以
上
の
方
に
も
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方
の
人

間
ド
ッ
ク
受
診
時
も
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
受
診
後
、
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

助
成
額
　
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
振
り
込
み

先
の
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も

の
｟
受
診
者
名
義
の
通
帳
な
ど
｠、

｟
40
歳
以
上
の
方
は
｠
由
利
本
荘

市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

受
診
券
｟
紫
色
｠

※

人
間
ド
ッ
ク
助
成
と
特
定
健
診

の
受
診
は
重
複
で
き
ま
せ
ん
。広報ＩＤ

１００３８４６

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
24―

６
２
４
５

平日時間外窓口 （17時15分～ 19時）

市役所１階市民課マイナンバー窓口

 ４月　４日㈭、25日㈭

※カード交付場所が総合支所の方は３日

前までに予約が必要です（土・日・祝日

を含まず）。

休日開庁（８時40分～ 16時40分）

市役所１階市民課マイナンバー窓口

 ４月　14日㈰

※休日開庁は３日前までに予約が必要で

す（土・日・祝日を含まず）。

窓口開設日時（平日日中以外）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
休
日
開
庁
日
・

平
日
時
間
外
窓
口
日
程
（
４
月
）

５
取
り
扱
い
業
務
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
業
務
｟
カ
ー
ド
申
請
・
交
付
、

電
子
証
明
書
更
新
、
券
面
更
新
｠

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
方
は
「
交
付
通
知
書
｟
は
が

き
｠」
の
目
隠
し
シ
ー
ル
を
は
が
し

て
受
け
取
り
窓
口
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※

総
合
支
所
で
は
、
独
自
に
休
日

開
庁
・
時
間
外
窓
口
を
計
画
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
施
す
る
場

合
は
同
時
配
布
物
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

広報ＩＤ
１００６９８５

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

☎
24―

６
２
４
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

広報ＩＤ
１００９７５２

※令和６年度分への
切りかえは４月１日
から
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問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

☎
24―

６
３
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

«
子
育
て
世
帯
向
け
»

こ
ど
も
未
来
課

☎
24―

６
３
１
９

«
在
宅
介
護
世
帯
向
け
»

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

  

市
内
に
住
所
が
あ
る
次
の
世
帯

に
市
指
定
ご
み
袋
１
０
０
枚
｟
可

燃
45
立
｠
を
支
給
し
ま
す
。

❶
子
育
て
世
帯

対
象
　
４
月
１
日
以
降
に
誕
生

し
、
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
乳

児
が
い
る
世
帯
｟
出
生
し
た
子
ど

も
１
人
に
つ
き
１
回
｠

必
要
書
類
　
母
子
手
帳

※

出
生
届
と
併
せ
て
手
続
き
し
ま

す
。
出
生
届
を
市
外
へ
提
出
し
た

場
合
も
申
請
で
き
ま
す
。

❷
在
宅
介
護
世
帯

対
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

世
帯
の
う
ち
、
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

「
要
介
護
４
」「
要
介
護
５
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

｟
施
設
入
所
者
お
よ
び
長
期
の
入

院
・
入
所
を
し
て
い
る
場
合
を
除

く
、
年
度
内
１
回
の
み
｠

必
要
書
類
　
申
請
者
、
ま
た
は
申

請
代
行
者
の
本
人
確
認
書
類
｟
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
｠

広報ＩＤ
１００９６６９

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す

４
　
本
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

か
か
る
資
金
の
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
対
象
や
助
成
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
別
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
細
は
下
記
の
窓

口
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
令
和

７
年
２
月
28
日
㈮
｟
予
算
到
達
次

第
、
受
け
付
け
終
了
｠

令
和
６
年
度
変
更
点

▼
災
害
復
旧
支
援
型
を
除
き
、
再

申
請
を
行
う
住
宅
の
上
限
額
を

２
分
の
１
に
変
更

▼
申
請
様
式
を
変
更
、
新
様
式
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

１
出
生
し
た
子
ど
も
が
い
る
育
児・在
宅
介
護
世
帯
へ

市
指
定
の
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

３
後
期
高
齢
者

健
診
受
診
券｟
き
み
ど
り
色
｠を

４
月
下
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
に
受
診
券
を
発
送
し

ま
す
。

　
受
診
券
と
保
険
証
を
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
持
っ
て
行
く
こ
と
で

「
後
期
高
齢
者
健
診
」
を
自
己
負

担
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

受
診
期
限
　
令
和
７
年
１
月
31
日

㈮受
診
時
の
持
ち
物
　
受
診
券
｟
裏

面
の
質
問
票
に
記
入
済
み
の
も

の
｠
、
保
険
証

※

マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
を
希
望

す
る
方
は
、
事
前
に
医
療
機
関
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

※

令
和
６
年
６
月
２
日
以
降
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る

方
に
は
、
保
険
証
郵
送
時
に
同
封

し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

保
険
料
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知

書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
｟
２
月

の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
お

り
、
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
に

変
更
の
あ
る
方
に
通
知
し
ま
す
｠

も
い
ま
す
の
で
、
必
ず
中
身
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
後
、
市
の

窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
診
費

用
の
一
部
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
に

同
封
さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

助
成
額
　
上
限
１
万
円
｟
受
診
内

容
に
応
じ
て
助
成
｠

必
要
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
受
診
券
｟
き

み
ど
り
色
｠、
振
込
先
の
口
座
情
報

が
確
認
で
き
る
も
の
｟
受
診
者
名

義
の
通
帳
な
ど
｠

※

令
和
５
年
度
内
に
受
診
し
た
方

は
、
４
月
12
日
㈮
ま
で
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
表
が

期
限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
方
は

次
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広報ＩＤ
１００３８４８

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

由
利
本
荘
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

２
40
歳
以
上
の
方
へ

特
定
健
診
受
診
券
｟
紫
色
｠
を

４
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

　
受
診
券
と
保
険
証
を
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
持
っ
て
行
く
こ
と
で

「
特
定
健
康
診
査
」
を
自
己
負
担

な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
に
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る
健
診
日
程
表
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

受
診
日
時
点
で
市
の
国
民
健
康

保
険
の
資
格
の
な
い
方
は
受
診
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は

受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

は
、
受
診
費
用
の
一
部
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、
受

診
の
際
に
受
診
券
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
か
ら
助
成
額

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
個
人
で
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

だ
方
は
市
の
窓
口
に
申
請
す
る
こ

と
で
後
日
助
成
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

30
歳
以
上
の
方
に
も
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方
の
人

間
ド
ッ
ク
受
診
時
も
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
受
診
後
、
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

助
成
額
　
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
保
険
証
、
領
収
書
、

人
間
ド
ッ
ク
結
果
表
、
振
り
込
み

先
の
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も

の
｟
受
診
者
名
義
の
通
帳
な
ど
｠、

｟
40
歳
以
上
の
方
は
｠
由
利
本
荘

市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

受
診
券
｟
紫
色
｠

※

人
間
ド
ッ
ク
助
成
と
特
定
健
診

の
受
診
は
重
複
で
き
ま
せ
ん
。広報ＩＤ

１００３８４６

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
年
金
班

☎
24―

６
２
４
５

平日時間外窓口 （17時15分～ 19時）

市役所１階市民課マイナンバー窓口

 ４月　４日㈭、25日㈭

※カード交付場所が総合支所の方は３日

前までに予約が必要です（土・日・祝日

を含まず）。

休日開庁（８時40分～ 16時40分）

市役所１階市民課マイナンバー窓口

 ４月　14日㈰

※休日開庁は３日前までに予約が必要で

す（土・日・祝日を含まず）。

窓口開設日時（平日日中以外）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
休
日
開
庁
日
・

平
日
時
間
外
窓
口
日
程
（
４
月
）

５
取
り
扱
い
業
務
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

関
連
業
務
｟
カ
ー
ド
申
請
・
交
付
、

電
子
証
明
書
更
新
、
券
面
更
新
｠

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
方
は
「
交
付
通
知
書
｟
は
が

き
｠」
の
目
隠
し
シ
ー
ル
を
は
が
し

て
受
け
取
り
窓
口
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※

総
合
支
所
で
は
、
独
自
に
休
日

開
庁
・
時
間
外
窓
口
を
計
画
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
施
す
る
場

合
は
同
時
配
布
物
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

広報ＩＤ
１００６９８５

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

☎
24―

６
２
４
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

広報ＩＤ
１００９７５２

※令和６年度分への
切りかえは４月１日
から
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ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
来
日
す
る

子
ど
も
た
ち
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す

７
　
対
象
者
に
補
聴
器
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
購
入
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　次
の
全
て
に
該
当
し
、

医
師
が
補
聴
器
の
装
用
を
必
要
と

認
め
る
方

▼
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
18

歳
以
上

▼
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で

身
体
障
害
者
手
帳
｟
聴
覚
障
害
｠

の
対
象
外

助
成
額
　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

で
上
限
５
万
円
｟
住
民
税
課
税
世

帯
は
上
限
２
万
５
千
円
｠

広報ＩＤ
１００９６５７

軽
度
・
中
度
難
聴
者
の
方
を
対
象
に

補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

６

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
支
援
課

☎
24―

６
３
１
４

«
65
歳
以
上
の
方
»

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

８
４
月
７
日
〜
13
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

ま
た
は
消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

広報ＩＤ
１００９６７７

広報ＩＤ
１００５８７０

　
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ツ
市
か
ら
来
日

す
る
青
少
年
｟
13
～
19
歳
｠
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
期
間
　
７
月
25
日
㈭
～

７
月
30
日
㈫
の
５
泊
６
日

受
け
入
れ
内
容
　
宿
泊
受
け
入
れ

と
食
事
の
提
供
、
毎
朝
夕
の
市
役

所
ま
で
の
送
迎
な
ど

応
募
資
格
　

▼
市
内
在
住
者
の
う
ち
、
中
学
生

か
ら
高
校
生
く
ら
い
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭

▼
期
間
中
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
こ
と
な

ど
応
募
期
限
　
４
月
26
日
㈮
必
着

※
詳
細
な
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
次
の
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
大

切
な
命
と
財
産

を
守
り
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
、

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
火

災
を
未
然
に
防
い
だ
、
早
期
の
避

難
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
事
例
は

全
国
的
に
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
条
例
で
は「
寝
室
」と「
階

段
上
部
｟
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
｠」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る

た
め
、
大
切

な
命
と
財
産

を
守
る
た
め

に
も
必
ず
設

置
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
検
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

設
置
か
ら
10

年
経
過
し
た

ら
、
住
宅
用

火
災
警
報
器

を
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
職
員
に
よ
る

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
調
査
の
た
め
、
４
月
中
に

消
防
職
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

消
防
職
員
は
警
報
器
な
ど
の
販

売
を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

広報ＩＤ
１００３８２０

広報ＩＤ
１００６７７１

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
｟
長
寿
生
き
が
い
課
内
｠

☎
24―

６
３
４
５

　
４
月
１
日
よ
り
、
基
幹
セ
ン

タ
ー
が
移
転
す
る
ほ
か
、
中
央
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
区
域

に
分
け
て
業
務
委
託
し
ま
す
。
区

域
で
担
当
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
変
わ
る
た
め
、
次
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〖
業
務
委
託
〗

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

委
託
先
　
社
会
福
祉
法
人
わ
か
ば

会
｟
☎
74―

６
６
２
９
・
　
74―

６
６
３
９
｠

場
所
　
文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」

｟
由
利
本
荘
市
東
町
15
｠　

担
当
区
域
　
本
荘
中
央
・
本
荘
東

部
・
本
荘
西
部
・
石
脇
・
松
个
崎
・

西
目
地
域

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

委
託
先
　
社
会
福
祉
法
人
由
利
本

荘
市
社
会
福
祉
協
議
会
｟
☎
74―

７
６
７
０
・
　
74―

７
６
７
１
｠

場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
東
由

利
支
所
内
｟
有
鄰
館
内
｠｟
由
利

本
荘
市
東
由
利
老
方
字
台
山
39
｠

担
当
区
域
　
子
吉
・
小
友
・
石
沢
・

南
内
越
・
北
内
越
・
東
由
利
地
域

※

相
談
窓
口
と
し
て
、
最
寄
り
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
区
域
に
分
け
て
業
務
委
託
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
基
幹
セ
ン
タ
ー
）は
移
転
し
ま
す

11

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
方
、
専
門
職
な
ど

が
集
い
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う

認
知
症
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
上
限
額
　 

10
万
円
｟
初

年
度
に
限
り
開
設
備
品
購
入
費
・

上
限
５
万
円
｠

募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
19
日

㈮
ま
で

補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈬
～
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の

運
営
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

９

地
域
地
域

本
荘

各在宅介護支援センター

東部在宅介護支援

センター（社協本

所内、堤脇 40ｰ1）

23－5519

由
利

在宅介護支援セン

ター白百合苑（特

別養護老人ホーム

白百合苑内）

53－2100

大
内

大内在宅介護支援

センター（社協大

内支所内）

65－2808

西
目

西目在宅介護支援

センター（老人保

健 施 設 グ ラ ン ド

ファミリー西目内）

32－1012

鳥
海

鳥海在宅介護支援

センター（社協鳥

海支所内）

57－3288

相談窓口相談窓口 電話番号電話番号

　
「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
と
は
、
町
内
会
な
ど
が
地
域

で
行
う
介
護
予
防
活
動
で
す
。
市

で
は
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会

の
う
ち
、
町
内
会
館
な
ど
で
の
介

護
予
防
活
動
を
月
１
回
程
度
実
施

｟
年
６
月
以
上
｠
し
て
い
る
団
体

申
請
期
間

　４
月
１
日
㈪
～
７
月

31
日
㈬

交
付
対
象
経
費

▼
地
域
協
力
員
に
対
す
る
謝
礼
の

年
間
総
額
の
３
分
の
２

▼
講
師
謝
礼
や
消
耗
品
費

▼
初
年
度
に
限
り
町
内
会
館
な
ど

の
備
品
購
入
費
や
軽
微
な
修
繕

費
な
ど
｟
次
年
度
以
降
も
活
動

継
続
す
る
場
合
に
限
定
｠

申
請
窓
口
　
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
｟
長
寿
生
き
が
い
課
内
｠

☎
24―

６
３
４
５

身
近
な
場
所
で
介
護
予
防
活
動

町
内
会
の
「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
応
援
し
ま
す

10

【移転先】

地域包括支援センター

（基幹センター）

場所　長寿生きがい課内へ移転

（市役所１階・☎２４―６３４５・

　２４―６３９５）

FAX

FAX

FAX
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ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
来
日
す
る

子
ど
も
た
ち
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す

７
　
対
象
者
に
補
聴
器
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
購
入
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　次
の
全
て
に
該
当
し
、

医
師
が
補
聴
器
の
装
用
を
必
要
と

認
め
る
方

▼
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
18

歳
以
上

▼
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で

身
体
障
害
者
手
帳
｟
聴
覚
障
害
｠

の
対
象
外

助
成
額
　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

で
上
限
５
万
円
｟
住
民
税
課
税
世

帯
は
上
限
２
万
５
千
円
｠

広報ＩＤ
１００９６５７

軽
度
・
中
度
難
聴
者
の
方
を
対
象
に

補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

６

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
支
援
課

☎
24―

６
３
１
４

«
65
歳
以
上
の
方
»

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

８
４
月
７
日
〜
13
日
は

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

ま
た
は
消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

広報ＩＤ
１００９６７７

広報ＩＤ
１００５８７０

　
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ツ
市
か
ら
来
日

す
る
青
少
年
｟
13
～
19
歳
｠
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
期
間
　
７
月
25
日
㈭
～

７
月
30
日
㈫
の
５
泊
６
日

受
け
入
れ
内
容
　
宿
泊
受
け
入
れ

と
食
事
の
提
供
、
毎
朝
夕
の
市
役

所
ま
で
の
送
迎
な
ど

応
募
資
格
　

▼
市
内
在
住
者
の
う
ち
、
中
学
生

か
ら
高
校
生
く
ら
い
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭

▼
期
間
中
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
こ
と
な

ど
応
募
期
限
　
４
月
26
日
㈮
必
着

※

詳
細
な
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
次
の
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
大

切
な
命
と
財
産

を
守
り
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
、

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
火

災
を
未
然
に
防
い
だ
、
早
期
の
避

難
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
事
例
は

全
国
的
に
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
条
例
で
は「
寝
室
」と「
階

段
上
部
｟
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
｠」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る

た
め
、
大
切

な
命
と
財
産

を
守
る
た
め

に
も
必
ず
設

置
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
検
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

設
置
か
ら
10

年
経
過
し
た

ら
、
住
宅
用

火
災
警
報
器

を
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
職
員
に
よ
る

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す

　
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
調
査
の
た
め
、
４
月
中
に

消
防
職
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

消
防
職
員
は
警
報
器
な
ど
の
販

売
を
行
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

広報ＩＤ
１００３８２０

広報ＩＤ
１００６７７１

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
｟
長
寿
生
き
が
い
課
内
｠

☎
24―

６
３
４
５

　
４
月
１
日
よ
り
、
基
幹
セ
ン

タ
ー
が
移
転
す
る
ほ
か
、
中
央
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
区
域

に
分
け
て
業
務
委
託
し
ま
す
。
区

域
で
担
当
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
変
わ
る
た
め
、
次
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〖
業
務
委
託
〗

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

委
託
先
　
社
会
福
祉
法
人
わ
か
ば

会
｟
☎
74―

６
６
２
９
・
　
74―

６
６
３
９
｠

場
所
　
文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」

｟
由
利
本
荘
市
東
町
15
｠　

担
当
区
域
　
本
荘
中
央
・
本
荘
東

部
・
本
荘
西
部
・
石
脇
・
松
个
崎
・

西
目
地
域

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

委
託
先
　
社
会
福
祉
法
人
由
利
本

荘
市
社
会
福
祉
協
議
会
｟
☎
74―

７
６
７
０
・
　
74―

７
６
７
１
｠

場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
東
由

利
支
所
内
｟
有
鄰
館
内
｠｟
由
利

本
荘
市
東
由
利
老
方
字
台
山
39
｠

担
当
区
域
　
子
吉
・
小
友
・
石
沢
・

南
内
越
・
北
内
越
・
東
由
利
地
域

※

相
談
窓
口
と
し
て
、
最
寄
り
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
２
区
域
に
分
け
て
業
務
委
託
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
基
幹
セ
ン
タ
ー
）は
移
転
し
ま
す

11

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
方
、
専
門
職
な
ど

が
集
い
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う

認
知
症
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
上
限
額
　 

10
万
円
｟
初

年
度
に
限
り
開
設
備
品
購
入
費
・

上
限
５
万
円
｠

募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
19
日

㈮
ま
で

補
助
期
間
　
５
月
１
日
㈬
～
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の

運
営
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

９

地
域
地
域

本
荘

各在宅介護支援センター

東部在宅介護支援

センター（社協本

所内、堤脇 40ｰ1）

23－5519

由
利

在宅介護支援セン

ター白百合苑（特

別養護老人ホーム

白百合苑内）

53－2100

大
内

大内在宅介護支援

センター（社協大

内支所内）

65－2808

西
目

西目在宅介護支援

センター（老人保

健 施 設 グ ラ ン ド

ファミリー西目内）

32－1012

鳥
海

鳥海在宅介護支援

センター（社協鳥

海支所内）

57－3288

相談窓口相談窓口 電話番号電話番号

　
「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
と
は
、
町
内
会
な
ど
が
地
域

で
行
う
介
護
予
防
活
動
で
す
。
市

で
は
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会

の
う
ち
、
町
内
会
館
な
ど
で
の
介

護
予
防
活
動
を
月
１
回
程
度
実
施

｟
年
６
月
以
上
｠
し
て
い
る
団
体

申
請
期
間

　４
月
１
日
㈪
～
７
月

31
日
㈬

交
付
対
象
経
費

▼
地
域
協
力
員
に
対
す
る
謝
礼
の

年
間
総
額
の
３
分
の
２

▼
講
師
謝
礼
や
消
耗
品
費

▼
初
年
度
に
限
り
町
内
会
館
な
ど

の
備
品
購
入
費
や
軽
微
な
修
繕

費
な
ど
｟
次
年
度
以
降
も
活
動

継
続
す
る
場
合
に
限
定
｠

申
請
窓
口
　
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
｟
長
寿
生
き
が
い
課
内
｠

☎
24―

６
３
４
５

身
近
な
場
所
で
介
護
予
防
活
動

町
内
会
の
「
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
応
援
し
ま
す

10

【移転先】

地域包括支援センター

（基幹センター）

場所　長寿生きがい課内へ移転

（市役所１階・☎２４―６３４５・

　２４―６３９５）

FAX

FAX

FAX
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広報ＩＤ
１００８２４５

全
国
重
点

▼
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践

▼
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

運
転
の
励
行

▼
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

地
域
重
点

こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

～
歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト
意
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浸
透
～

▼
４
月
10
日
㈬
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」、
４
月
15

日
㈪
は
「
自
転
車
安
全
確
認
の

日
」
で
す
。

▼
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

確
実
に
守
っ
て
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
６
日
〜
15
日
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

14

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

広報ＩＤ
１００３０１３

　収
益
事
業
を
行
わ
な
い
認
可
地

縁
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
法
人
市

民
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
前
年
度
に
減
免
を
受
け

て
い
る
法
人
が
引
き
続
き
減
免
申

請
を
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
不

要
で
す
。
決
定
後
、
５
月
中
旬
頃

に
減
免
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

対
象

　事
業
年
度
が
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日

｟
納
期
限

:

令
和
６
年
４
月
30
日
｠

分
の
法
人
市
民
税

※

新
た
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
法
人
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま

で
申
請
が
必
要
で
す
。

※

収
益
事
業
を
開
始
し
た
場
合
は

減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

公
益
社
団
法
人
や
公
益
財
団
法

人
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
減
免
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
班

☎
24―

６
３
０
３

高
齢
者
向
け
入
湯
料
等
割
引
券
、

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

12

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
好
評
に
よ
り
、
通
学
定
期
券
の

割
引
販
売
を
継
続
し
ま
す
。

　
鳥
海
山
ろ
く
線
は
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
大
切
な
「
生
活
の
足
」

で
あ
り
、
貴
重
な
観
光
資
源
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
鉄
道
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
定
期

券
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

購
入
窓
口

　矢
島
駅
・
前
郷
駅
・

羽
後
本
荘
駅

必
要
書
類
な
ど

▼
新
規
購
入
の
場
合･･･

通
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証

▼
継
続
購
入
の
場
合･･･

現
在
お

持
ち
の
定
期
券

13
「
鳥
海
山
ろ
く
線
」

通
学
定
期
券
を
割
引
販
売
し
ま
す

矢　島

川　辺

吉　沢

西滝沢

久保田

前　郷

曲　沢

黒　沢

鮎　川

子　吉

薬師堂

18,230

16,970

15,400

15,400

13,830

11,950

11,950

11,950

10,050

7,850

5,650

9,500

8,900

8,100

8,100

7,400

6,500

6,500

6,500

5,500

4,300

3,100

羽
後
本
荘
ま
で

区　間 割引前 割引後

割引料金の一覧 【1 カ月】 ( 単位：円 )

問
い
合
わ
せ
先

由
利
高
原
鉄
道
㈱

☎
56―

２
７
３
６

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
７
８

由利高原鉄道
ホームページ

16
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

本
年
４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

15
認
可
地
縁
団
体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
け

法
人
市
民
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

大内地域大内地域

【児童扶養手当】　　問い合わせ先　こども未来課児童支援班　☎２４－６３１９

【特別児童扶養手当など】　　問い合わせ先　福祉支援課障がい支援班　☎２４－６３１４

支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

手当額
全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

第二子

加算額

第三子以

降加算額

44,140円

44,130円〜10,410円

10,420円

10,410円〜5,210円

 6,250円

 6,240円〜3,130円

45,500円

45,490円〜10,740円

10,750円

10,740円〜5,380円

 6,450円

 6,440円〜3,230円

手当名・支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

特別児童扶養手当
障がい程度が１級の場合

障がい程度が２級の場合

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

53,700円

35,760円

15,220円

27,980円

15,220円

55,350円

36,860円

15,690円

28,840円

15,690円

　
４
月
１
日
か
ら
入
浴
施
設
の
入

湯
料
等
割
引
券
な
ど
を
交
付
し
ま

す
。
利
用
可
能
な
店
舗
は
交
付
さ

れ
る
券
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

入
浴
施
設
の
入
湯
料
等
割
引
券

対
象
　
４
月
１
日
現
在
70
歳
以
上

の
方
｟
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前

に
お
生
ま
れ
の
方
｠、
お
よ
び
身

体
障
が
い
者
の
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
｟
昭
和
34
年
４

月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
１
０
０
円
割
引
券
10

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

※

昨
年
度
同
様
、
75
歳
以
上
の
方

に
は
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
20

枚
交
付
し
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券

対
象
　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上

の
方
｟
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
千
円
助
成
券
３
枚

｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

必
要
書
類

本
人
確
認
書
類
｟
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
｠

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者

と
代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書

類
。

広報ＩＤ
１００２９５５

おおうち春まつりおおうち春まつり

インスタグラム

　大内地域の春の風物詩としてことしも

開催します。 昨年より大幅にボリュー

ムアップし、 ダンスや民謡など圧巻の

ステージイベントや50店舗以上の出店

があります。

　フィナーレでは 「大内音頭」 をみん

なで一緒に踊って盛り上がりましょう！

日時　４月13日㈯９時～ 15時

会場　市総合体育館 （道の駅おおうち

隣り）

内容　ステージイベント、 出店など

主催　おおうち春まつり

実行委員会

問い合わせ先

髙橋さん☎７４―３９７０
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広報ＩＤ
１００８２４５

全
国
重
点

▼
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践

▼
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

運
転
の
励
行

▼
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

地
域
重
点

こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

～
歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト
意
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浸
透
～

▼
４
月
10
日
㈬
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」、
４
月
15

日
㈪
は
「
自
転
車
安
全
確
認
の

日
」
で
す
。

▼
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

確
実
に
守
っ
て
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
６
日
〜
15
日
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

14

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

広報ＩＤ
１００３０１３

　収
益
事
業
を
行
わ
な
い
認
可
地

縁
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
法
人
市

民
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
前
年
度
に
減
免
を
受
け

て
い
る
法
人
が
引
き
続
き
減
免
申

請
を
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
不

要
で
す
。
決
定
後
、
５
月
中
旬
頃

に
減
免
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

対
象

　事
業
年
度
が
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日

｟
納
期
限

:

令
和
６
年
４
月
30
日
｠

分
の
法
人
市
民
税

※

新
た
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
法
人
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま

で
申
請
が
必
要
で
す
。

※

収
益
事
業
を
開
始
し
た
場
合
は

減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

公
益
社
団
法
人
や
公
益
財
団
法

人
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
減
免
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
班

☎
24―

６
３
０
３

高
齢
者
向
け
入
湯
料
等
割
引
券
、

は
り・き
ゅ
う・マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

12

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
生
き
が
い
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
好
評
に
よ
り
、
通
学
定
期
券
の

割
引
販
売
を
継
続
し
ま
す
。

　
鳥
海
山
ろ
く
線
は
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
大
切
な
「
生
活
の
足
」

で
あ
り
、
貴
重
な
観
光
資
源
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
鉄
道
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
定
期

券
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

購
入
窓
口

　矢
島
駅
・
前
郷
駅
・

羽
後
本
荘
駅

必
要
書
類
な
ど

▼
新
規
購
入
の
場
合･･･

通
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証

▼
継
続
購
入
の
場
合･･･

現
在
お

持
ち
の
定
期
券

13
「
鳥
海
山
ろ
く
線
」

通
学
定
期
券
を
割
引
販
売
し
ま
す

矢　島

川　辺

吉　沢

西滝沢

久保田

前　郷

曲　沢

黒　沢

鮎　川

子　吉

薬師堂

18,230

16,970

15,400

15,400

13,830

11,950

11,950

11,950

10,050

7,850

5,650

9,500

8,900

8,100

8,100

7,400

6,500

6,500

6,500

5,500

4,300

3,100

羽
後
本
荘
ま
で

区　間 割引前 割引後

割引料金の一覧 【1 カ月】 ( 単位：円 )

問
い
合
わ
せ
先

由
利
高
原
鉄
道
㈱

☎
56―

２
７
３
６

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
24―

６
３
７
８

由利高原鉄道
ホームページ

16
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
額
が

本
年
４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

15
認
可
地
縁
団
体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
け

法
人
市
民
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

大内地域大内地域

【児童扶養手当】　　問い合わせ先　こども未来課児童支援班　☎２４－６３１９

【特別児童扶養手当など】　　問い合わせ先　福祉支援課障がい支援班　☎２４－６３１４

支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

手当額
全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給

一部支給

第二子

加算額

第三子以

降加算額

44,140円

44,130円〜10,410円

10,420円

10,410円〜5,210円

 6,250円

 6,240円〜3,130円

45,500円

45,490円〜10,740円

10,750円

10,740円〜5,380円

 6,450円

 6,440円〜3,230円

手当名・支給区分（月額） 本年３月分まで 本年４月分以降

特別児童扶養手当
障がい程度が１級の場合

障がい程度が２級の場合

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

53,700円

35,760円

15,220円

27,980円

15,220円

55,350円

36,860円

15,690円

28,840円

15,690円

　
４
月
１
日
か
ら
入
浴
施
設
の
入

湯
料
等
割
引
券
な
ど
を
交
付
し
ま

す
。
利
用
可
能
な
店
舗
は
交
付
さ

れ
る
券
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

入
浴
施
設
の
入
湯
料
等
割
引
券

対
象
　
４
月
１
日
現
在
70
歳
以
上

の
方
｟
昭
和
29
年
４
月
１
日
以
前

に
お
生
ま
れ
の
方
｠、
お
よ
び
身

体
障
が
い
者
の
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
｟
昭
和
34
年
４

月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
１
０
０
円
割
引
券
10

枚
｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

※

昨
年
度
同
様
、
75
歳
以
上
の
方

に
は
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
20

枚
交
付
し
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券

対
象
　
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上

の
方
｟
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
｠

交
付
枚
数
　
千
円
助
成
券
３
枚

｟
年
度
内
１
回
の
み
交
付
｠

必
要
書
類

本
人
確
認
書
類
｟
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
｠

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者

と
代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書

類
。

広報ＩＤ
１００２９５５

おおうち春まつりおおうち春まつり

インスタグラム

　大内地域の春の風物詩としてことしも

開催します。 昨年より大幅にボリュー

ムアップし、 ダンスや民謡など圧巻の

ステージイベントや50店舗以上の出店

があります。

　フィナーレでは 「大内音頭」 をみん

なで一緒に踊って盛り上がりましょう！

日時　４月13日㈯９時～ 15時

会場　市総合体育館 （道の駅おおうち

隣り）

内容　ステージイベント、 出店など

主催　おおうち春まつり

実行委員会

問い合わせ先

髙橋さん☎７４―３９７０
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本
荘
地
域
「
春
季
道
路
側
溝
清
掃
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

17

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
４

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
本
荘
地
域
の
道
路
側
溝
の
清
掃

に
つ
い
て
、
各
町
内
会
な
ど
で
作

業
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
で

土
の
う
の
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
土
の
う
の
集
積
場
所
と
個
数

を
建
設
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
、
雨
水
排

水
能
力
を
確
保
し
、
大
雨
の
際
に

冠
水
被
害
抑
制
に
役
立
ち
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

❶
５
月
31
日
㈮
ま
で
の
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

❷
土
の
う
袋
は
個
人
で
用
意
を
お

願
い
し
ま
す
。
土
の
う
袋
以
外

の
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

❸
側
溝
清
掃
で
発
生
し
た
土
の
う

は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近

な
ど
目
立
つ
場
所
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

❹
個
人
敷
地
内
の
土
砂
な
ど
を
回

収
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

側
溝
の
蓋
上
げ
機
の
貸
し
出
し

も
実
施
し
ま
す
。
予
約
も
受
け
付

け
る
た
め
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報ＩＤ
１００８９６１

広報ＩＤ
１００９７２５

広報ＩＤ
１００５４０１

　
乾
電
池
や
、
蛍
光
灯
な
ど
の
水

銀
含
有
廃
棄
物
を
、
次
の
日
程
で

収
集
し
ま
す
。

収
集
日
　
４
月
21
日
㈰

廃
棄
方
法

▼
乾
電
池…

小
さ
な
袋
に
入
れ
る

▼
蛍
光
灯…

購
入
時
の
箱
に
入
れ

る
｟
箱
が
な
い
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
で
も
構
い
ま
せ
ん
｠

▼
気
温
計
、
体
温
計
、
血
圧
計…

袋
な
ど
に
入
れ
る
｟
乾
電
池
と

混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
｠

※

収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、
お

近
く
の
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

登録調査員を
募集します

　国などが実施する各種統計調査を行

う調査員を募集します。調査員を希望

する方は、市の「登録調査員」として

登録され、各種統計調査実施の際に非

常勤の公務員として活動します。

　詳細は市ホームページを確認するか

下記までお問い合わ

せください。

問い合わせ先

総合政策課　

☎２４―６２２７

地域一斉
クリーンアップへの
ご協力をお願いします

　毎年４月は「あきたクリーン強化月間」、４月

21日㈰は「あきたビューティフルサンデー」とし

て全県的なクリーンアップを実施しています。

　各町内などで日程を決め、一斉

クリーンアップへご協力くださ

い。クリーンアップ用のごみ袋を

準備しているため、必要な団体は

下記へご連絡ください。

問い合わせ先

［本荘地域］生活環境課　☎２４―６２５４

［その他地域］各総合支所市民サービス課

本
荘
地
域
「
乾
電
池
」・「
水
銀
含
有
廃
棄
物
」
を
収
集
し
ま
す

18

一般社団法人鳥海山・飛島ジオパーク

推進協議会事務局 次長兼主任研究員

大野 希一 さん

「山体崩壊が
 もたらす恵み」

「日本海と大地がつくる水と命の循環」

鳥海山・飛島ジオパークリレーコラム ━ 第１１１回 ━

海山は約６０万年前から活動を継続してい

ますが、その山体は時々大きく崩れます。

「山体崩壊」と呼ばれるこの現象は、地下からマ

グマが入り込んだり、マグマの熱で地下水が加熱

されておこる水蒸気噴火、また強い地震や大雨な

どが原因で生じますが、鳥海山の場合、その原因

は必ずしも特定されていません。山体崩壊は大量

の土砂を一気に麓に流すため、ひとたび発生すれ

ば甚大な災害が生じることが予想されます。しか

し過去の山体崩壊がつくった地形は、私たちに多

くの恵みを与えています。

　鳥海山の北麓に位置する由利原高原は、鳥海山

の山体崩壊に伴う土砂が地面の起伏を埋め立て

てつくった平坦面です。夏でも冷涼な気候は酪

農に適しており、そこで生産される上質の牛乳

が、アイスクリームやプリンなどの原料になっ

ています。また、約２５００年前に起きた鳥海

山の山体崩壊は、海に多くの小島が点在する景

勝地や、人が住むのに適した扇状地をつくりま

した。それらは古くから観光地として利用され、

また今も多くの人の生活の場となっています。

　今、私たちが暮らしている地面や目にする景

色は、災害をもたらすような過去の自然の営み

が作ったものかもしれません。

山体崩壊がもたらす流れ山地形。小高い丘が点在する景観は、

国内外で景勝地となっています

くらしの防災通信

広報ＩＤ
１００９７２６

　
　
　
季
は
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
時
期
で
あ
り
、
自
然
災
害

　
　
　
に
対
す
る
備
え
も
新
た
に
見
直
す
絶
好
の
機
会
で
す
。

火
災
警
報
器
チ
ェ
ッ
ク
や
消
火
器
の
配
置
、
家
具
の
固
定
な

ど
、
日
頃
か
ら
で
き
る
防
災
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
は
気
候
変
動
に
よ
り
突
然
の
天
候
の
変
化
が
起
こ

り
や
す
く
、
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
特
に
、
春
の
嵐

や
雪
解
け
水
に
よ
る
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
と
し
て
は
、
最
新
の
気
象
情
報
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
非
常

用
持
出
品
を
準
備
し
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
不
可
欠
で
す
。
家
族
や
地
域
社
会
と
連
携
を
取
り
合
い
、
災

害
時
の
連
絡
網
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
７
日
～
４
月
13
日
の
期

間
で
行
わ
れ
ま
す
。
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
身
の
回
り
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
季
の
防
災
は
、
自
然
と
共
生
す
る
た
め
の
知
恵
と
準
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
年
を
通
し
て
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
基

盤
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
で
防
災
意
識

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
万
が
一
の
時
に
も
落
ち
着
い
て
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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本
荘
地
域
「
春
季
道
路
側
溝
清
掃
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

17

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
４

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
１

　
本
荘
地
域
の
道
路
側
溝
の
清
掃

に
つ
い
て
、
各
町
内
会
な
ど
で
作

業
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
で

土
の
う
の
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
土
の
う
の
集
積
場
所
と
個
数

を
建
設
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
、
雨
水
排

水
能
力
を
確
保
し
、
大
雨
の
際
に

冠
水
被
害
抑
制
に
役
立
ち
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

❶
５
月
31
日
㈮
ま
で
の
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

❷
土
の
う
袋
は
個
人
で
用
意
を
お

願
い
し
ま
す
。
土
の
う
袋
以
外

の
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

❸
側
溝
清
掃
で
発
生
し
た
土
の
う

は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近

な
ど
目
立
つ
場
所
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

❹
個
人
敷
地
内
の
土
砂
な
ど
を
回

収
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

側
溝
の
蓋
上
げ
機
の
貸
し
出
し

も
実
施
し
ま
す
。
予
約
も
受
け
付

け
る
た
め
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報ＩＤ
１００８９６１

広報ＩＤ
１００９７２５

広報ＩＤ
１００５４０１

　
乾
電
池
や
、
蛍
光
灯
な
ど
の
水

銀
含
有
廃
棄
物
を
、
次
の
日
程
で

収
集
し
ま
す
。

収
集
日
　
４
月
21
日
㈰

廃
棄
方
法

▼
乾
電
池…

小
さ
な
袋
に
入
れ
る

▼
蛍
光
灯…

購
入
時
の
箱
に
入
れ

る
｟
箱
が
な
い
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
で
も
構
い
ま
せ
ん
｠

▼
気
温
計
、
体
温
計
、
血
圧
計…

袋
な
ど
に
入
れ
る
｟
乾
電
池
と

混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
｠

※

収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
、
お

近
く
の
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

登録調査員を
募集します

　国などが実施する各種統計調査を行

う調査員を募集します。調査員を希望

する方は、市の「登録調査員」として

登録され、各種統計調査実施の際に非

常勤の公務員として活動します。

　詳細は市ホームページを確認するか

下記までお問い合わ

せください。

問い合わせ先

総合政策課　

☎２４―６２２７

地域一斉
クリーンアップへの
ご協力をお願いします

　毎年４月は「あきたクリーン強化月間」、４月

21日㈰は「あきたビューティフルサンデー」とし

て全県的なクリーンアップを実施しています。

　各町内などで日程を決め、一斉

クリーンアップへご協力くださ

い。クリーンアップ用のごみ袋を

準備しているため、必要な団体は

下記へご連絡ください。

問い合わせ先

［本荘地域］生活環境課　☎２４―６２５４

［その他地域］各総合支所市民サービス課

本
荘
地
域
「
乾
電
池
」・「
水
銀
含
有
廃
棄
物
」
を
収
集
し
ま
す

18

一般社団法人鳥海山・飛島ジオパーク

推進協議会事務局 次長兼主任研究員

大野 希一 さん

「山体崩壊が
 もたらす恵み」

「日本海と大地がつくる水と命の循環」

鳥海山・飛島ジオパークリレーコラム ━ 第１１１回 ━

海山は約６０万年前から活動を継続してい

ますが、その山体は時々大きく崩れます。

「山体崩壊」と呼ばれるこの現象は、地下からマ

グマが入り込んだり、マグマの熱で地下水が加熱

されておこる水蒸気噴火、また強い地震や大雨な

どが原因で生じますが、鳥海山の場合、その原因

は必ずしも特定されていません。山体崩壊は大量

の土砂を一気に麓に流すため、ひとたび発生すれ

ば甚大な災害が生じることが予想されます。しか

し過去の山体崩壊がつくった地形は、私たちに多

くの恵みを与えています。

　鳥海山の北麓に位置する由利原高原は、鳥海山

の山体崩壊に伴う土砂が地面の起伏を埋め立て

てつくった平坦面です。夏でも冷涼な気候は酪

農に適しており、そこで生産される上質の牛乳

が、アイスクリームやプリンなどの原料になっ

ています。また、約２５００年前に起きた鳥海

山の山体崩壊は、海に多くの小島が点在する景

勝地や、人が住むのに適した扇状地をつくりま

した。それらは古くから観光地として利用され、

また今も多くの人の生活の場となっています。

　今、私たちが暮らしている地面や目にする景

色は、災害をもたらすような過去の自然の営み

が作ったものかもしれません。

山体崩壊がもたらす流れ山地形。小高い丘が点在する景観は、

国内外で景勝地となっています

くらしの防災通信

広報ＩＤ
１００９７２６

　
　
　
季
は
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
時
期
で
あ
り
、
自
然
災
害

　
　
　
に
対
す
る
備
え
も
新
た
に
見
直
す
絶
好
の
機
会
で
す
。

火
災
警
報
器
チ
ェ
ッ
ク
や
消
火
器
の
配
置
、
家
具
の
固
定
な

ど
、
日
頃
か
ら
で
き
る
防
災
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
は
気
候
変
動
に
よ
り
突
然
の
天
候
の
変
化
が
起
こ

り
や
す
く
、
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
特
に
、
春
の
嵐

や
雪
解
け
水
に
よ
る
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
と
し
て
は
、
最
新
の
気
象
情
報
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
非
常

用
持
出
品
を
準
備
し
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
不
可
欠
で
す
。
家
族
や
地
域
社
会
と
連
携
を
取
り
合
い
、
災

害
時
の
連
絡
網
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
７
日
～
４
月
13
日
の
期

間
で
行
わ
れ
ま
す
。
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
身
の
回
り
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
季
の
防
災
は
、
自
然
と
共
生
す
る
た
め
の
知
恵
と
準
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
年
を
通
し
て
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
基

盤
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
で
防
災
意
識

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
万
が
一
の
時
に
も
落
ち
着
い
て
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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■ 利用可能な申請の種類

　住民票・印鑑証明の発行／タクシー料金助成券の

申請／入浴施設入湯料等割引券の申請／はり、きゅ

う、マッサージ施術費助成券の申請／マイナンバー

カード関連手続き／市窓口への書類の受け取り／防

災メール・市ＬＩＮＥ公式アカウントのスマホ登録

　移動市役所とは市役所の窓口手続きを行える専用

車両です。カレンダーの日程で各地域を訪問します。

■ 問い合わせ先

市民課　☎２７－１７９４

移動市役所携帯　☎080-8222-0026
（運行時間外は不通）

※証明書類発行を希望する場合、身分証明書を必ずお

持ちください。

※記載のないサービスも可能な限り対応します。車内

の職員、または市民課へお問い合わせください。

広報ＩＤ

１００８１５６

矢島矢島 矢島矢島 鳥海鳥海

東由利東由利 本荘本荘 岩城・本荘岩城・本荘 岩城・本荘岩城・本荘

西目西目 由利由利 鳥海鳥海 大内大内

由利・本荘由利・本荘 本荘本荘 大内大内 大内大内

かしわ温泉

13時半～14時半

①出戸交流センター

②にしめ湯っ娘ランド

①町村集落センター

②ふれあい館鮎川

③屋敷集落会館

④堰口集落公民館

鳥海荘

10時半～11時半

③上直根町内会館

④下直根町内会館

Aコープ矢島店

10時～12時

①小林テック川辺工場

②立石自治公民館

③上新荘会館

④坂之下会館

①小川農村環境改善センター

②下笹子（コンビニSATO)

③赤倉（道路待避所）

④上野宅（道路待避所）

立寄研修センター

10時半～11時半

軽井沢生活改善センター

13時半～14時半

①宿郵便局

②蔵（大蔵館）

③田代（住吉館）

④舘合（玉米会館）

①赤田（五峰苑）

②北内越公民館

南内越公民館

13時半～15時半

①道川公民館

②勝手（勝栄会館）

③松ヶ崎公民館

④深沢町内公民館

①泉田会館

②下蛇田（いわもと会館）

ナイスアリーナ北側駐車場

13時半～15時半

①吉沢集会場

②西滝沢水辺プラザ

③子吉公民館

④葛法（防災センター）

①北ノ股公民館

②小友公民館

③石沢公民館

④鮎瀬会館

滝集会施設

10時半～11時半

①高尾地区コミュニティセンター

②消防大内分署

どまらんど大内

13時半～14時半

日 月 火 水 木 金 土

11 22 33 44 55 66

77 88 99 1010 1111 1212 1313

1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020

2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727

2828 2929 3030

①９時半～10時半、②11時～正午 

③13時半～14時半、④15時～16時 ※その他の時間はカレンダー内に記載

Yurihonjo city public Relations. 202421
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ナイスアリーナ北側駐車場

13時半～15時半

①吉沢集会場
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11 22 33 44 55 66
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申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

５施設の催事案内
㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

【５月の休館日】　
カダーレ：14日㈫、28日㈫
アクアパル：７日㈫、13日㈪、20日㈪、27日㈪
総合体育館：13日㈪、27日㈪
ナイスアリーナ：20日㈪

1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土

7 日

8 月
9 火
10 水
11 木

12 金

13 土

14 日

15 月
16 火
17 水
18 木

19 金

20 土

21 日

22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火

休館日　㋕

休館日　㋕

休館日　㋐

休館日　㋐　㋤

総休館日　㋐　◯

行
事
予
定

月
の

５

第44回「手づくり絵本展」
－作品募集！－  
　「第44回手づくり絵本展」への作品を募集し
ます。絵本のテーマや材料などは自由です。
　たくさんのご応募をお待ちしています。作品
の展示は、５月１日㈬～５月30日㈭に中央図
書館で開催予定です。
募集期間　４月１日㈪～４月22日㈪
○作品について
出品は個人・団体問いません。
①内容は自由（作品の大きさ、ページ数、材質
　のほか、貼り絵や切り絵、写真など）。
②作品には「タイトル」「住所」「氏名」「電話
　番号」を、児童・生徒の場合は「学校名」「学年」
　を記入した用紙（様式自由）を添えてください。
○応募先・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

〇４月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院
　※４月５日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所
　※４月５日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院 老方診療所
　※中旬頃入れ替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えて常設しています。

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

大人のための絵本タイム

えほんでこんにちは

ヨミキカセ・ワールドワイド

由利

出羽

中央

中央

中央

中央

7日㈰

13日㈯

18日㈭

20日㈯

27日㈯

10時半～11時半

14時～14時半

10時半～11時半

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館

出羽伝承館

９日㈫、23日㈫、30日㈫

１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日（月・祝）、30日㈫

29日（月･祝）

１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、30日㈫

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

ハンドメイドマーケット 10時～15時　㋕
YC DANCE SCHOOL ワークショップ
　　　　　　　  ①14時～　②15時半～　参加料あり　㋕

キヤノンフォトクラブ本荘　第13回写真展（～14日まで）
  　９時～１６時（12日は正午から、14日は15時半まで）　㋕
OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　　　　　　   　19時～　入場料あり　㋕

OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　　　　　　   　14時～　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～12時半　㋕

日展入選記念　第43回加藤新市絵画展（～22日まで）
９時半～17時半（19日は13時から、22日は15時半まで）　㋕

本荘佛教会　花まつり　13時～14時半　㋕
子吉川クリーンアップ　７時半～８時半　㋐

OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　  ①11時～　②15時～　入場料あり　㋕

わいわいストリートパフォーマンス　チャイ吉ライブ　18時～19時　㋕

ピアノリレー2024～春～（～21日まで）
　９時半～17時５分（21日は16時15分まで）
　　　　　　　　　　　　　  　入場無料、参加料あり　㋕

スマホ教室　①10時～正午　②13時半～15時半　㋕

総休館日　㋐　◯

休館日　㋐
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広報ＩＤ
１００９７２９

◆集合注射実施日程

 ６月６日㈭～７日㈮
　　　　　　６月１０日㈪～ 15日㈯

 ５月2２日㈬～ 23日㈭

 ５月15日㈬
 ５月９日㈭

 ５月２3日㈭～２4日㈮

 ５月30日㈭～６月１日㈯

 ４月25日㈭

 ５月９日㈭～ 11日㈯

 本 荘

 矢 島

 岩 城

 由 利

 大 内

東由利

 西 目

 鳥 海

◎注射手数料 （集合注射会場） …３５００円

◎会場では 「犬の登録」 もできます。

　 登録手数料…３０００円　　　

※手数料の支払いは、 つり銭のないように

お願いします。

※上記の日程で注射できない場合、動物病院

　での注射をお願いします。

　 なお、 会場や時間などの詳細は、 各地域で

配布されるチラシなどをご確認ください。

　狂犬病予防法により、

生後91日以上の犬は毎

年４月から６月までの間

に１回、狂犬病予防注射

を受けなければなりま

せん。室内犬についても

同様です。

問　生活環境課　☎２４－６２５３

　　 または各総合支所市民サービス課

ＦＡＸ

広報ＩＤ
１００９６７６

　　　　　　

狂犬病予防注射を忘れずに

　　　　　　

狂犬病予防注射を忘れずに4月
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申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

５施設の催事案内
㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

【５月の休館日】　
カダーレ：14日㈫、28日㈫
アクアパル：７日㈫、13日㈪、20日㈪、27日㈪
総合体育館：13日㈪、27日㈪
ナイスアリーナ：20日㈪

1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土

7 日

8 月
9 火
10 水
11 木

12 金

13 土

14 日

15 月
16 火
17 水
18 木

19 金

20 土

21 日

22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火

休館日　㋕

休館日　㋕

休館日　㋐

休館日　㋐　㋤

総休館日　㋐　◯
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５

第44回「手づくり絵本展」
－作品募集！－  
　「第44回手づくり絵本展」への作品を募集し
ます。絵本のテーマや材料などは自由です。
　たくさんのご応募をお待ちしています。作品
の展示は、５月１日㈬～５月30日㈭に中央図
書館で開催予定です。
募集期間　４月１日㈪～４月22日㈪
○作品について
出品は個人・団体問いません。
①内容は自由（作品の大きさ、ページ数、材質
　のほか、貼り絵や切り絵、写真など）。
②作品には「タイトル」「住所」「氏名」「電話
　番号」を、児童・生徒の場合は「学校名」「学年」
　を記入した用紙（様式自由）を添えてください。
○応募先・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

〇４月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院
　※４月５日㈮入れ替え
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所
　※４月５日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院 老方診療所
　※中旬頃入れ替え
※移動文庫は、月に１回入れ替えて常設しています。

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：ゆりかごの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし会

大人のための絵本タイム
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（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館

岩城図書館

由利図書館

出羽伝承館

９日㈫、23日㈫、30日㈫

１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日（月・祝）、30日㈫

29日（月･祝）

１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、30日㈫

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

ハンドメイドマーケット 10時～15時　㋕
YC DANCE SCHOOL ワークショップ
　　　　　　　  ①14時～　②15時半～　参加料あり　㋕

キヤノンフォトクラブ本荘　第13回写真展（～14日まで）
  　９時～１６時（12日は正午から、14日は15時半まで）　㋕
OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　　　　　　   　19時～　入場料あり　㋕

OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　　　　　　   　14時～　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～12時半　㋕

日展入選記念　第43回加藤新市絵画展（～22日まで）
９時半～17時半（19日は13時から、22日は15時半まで）　㋕

本荘佛教会　花まつり　13時～14時半　㋕
子吉川クリーンアップ　７時半～８時半　㋐

OKAMI企画×生駒里奈　あきた朗読おとぎ芝居
　　　　　　　　  ①11時～　②15時～　入場料あり　㋕

わいわいストリートパフォーマンス　チャイ吉ライブ　18時～19時　㋕

ピアノリレー2024～春～（～21日まで）
　９時半～17時５分（21日は16時15分まで）
　　　　　　　　　　　　　  　入場無料、参加料あり　㋕

スマホ教室　①10時～正午　②13時半～15時半　㋕

総休館日　㋐　◯
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り
ほ
ん
じ
ょ
う
マ
ル

シ
ェ
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
出

店
料
無
料
。

日
時
　
５
月
25
日
㈯

10
時
～
14
時

会
場
　
カ
ダ
ー
レ

出
店
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し

　
て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
事
業
者

①
市
内
産
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
、

　
卸
・
小
売
事
業
者

②
飲
食
店

③
市
内
産
品
を
振
興
し
て
い
る
団
体

　
な
ど

応
募
条
件
　
当
日
会
場
準
備
お
よ
び

　
撤
収
作
業
な
ど
の
お
手
伝
い
と
し

　
て
、
ス
タ
ッ
フ
１
人
を
配
置
す
る

　
こ
と

申
し
込
み
方
法
　
ま
る
ご
と
売
り
込

　
み
課
に
あ
る
申
込
書
、
ま
た
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
直
接

　
持
ち
込
む
か
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

　
ル
で
送
信
、
ま

　
た
は
郵
送

申
込
期
限

４
月
17
日
㈬

17
時
ま
で

そ
の
他
　
出
店
の
可
否
は
業
態
、
出

　
店
品
目
な
ど
を
審
査
し
、
申
し
込

　
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
る
ご

　
と
売
り
込
み
課
｟
〒
０
１
５‐

８

　
５
０
１
　
尾
崎
17
番
地
｠　
☎
24

‐

６
２
６
６
　
　
24‐

６
２
６
８

第
40
回
黄
桜
ま
つ
り
出
店
者
募
集

出
店
期
間
　
５
月
３
日(

金･

祝)

～

12
日
㈰

会
場
　
八
塩
い
こ
い
の
森
の
指
定
場

　
所

出
店
規
模
　
１
小
間
　
間
口
２
・
７

　
米
、
奥
行
き
３
・
６
米
程
度

募
集
期
間

４
月
８
日
㈪
ま
で

募
集
区
画

テ
ン
ト
な
ど
27
小
間
、

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
３
台
程
度
　※

定

　
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※

詳
細
は
市
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
観
光
協
会
東
由
利

　
支
部
｟
東
由
利
産
業
建
設
課
｠

　
☎
69‐

２
１
１
６

第
37
回
黄
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
年
代
や

性
別
ご
と
の
種
目
や
親
子
ペ
ア
種
目

が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
５
月
12
日
㈰
　
８
時
半
か
ら

　
受
け
付
け

会
場
　
八
塩
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

　｟
八
塩
い
こ
い
の
森
｠

参
加
料
　
▽
大
人
｟
高
校
生
以
上
、

　
親
子
ペ
ア
１
組
｠
５
０
０
円
　
　

　
▽
小
人
｟
中
学
生
以
下
｠
２
０
０

　
円
　※

１
人
１
種
目
｟
親
子
ペ
ア

　
に
限
り
２
種
目
参
加
可
｠

申
し
込
み
方
法

４
月
16
日
㈫
ま
で
、

　
電
子
申
請
か
東
由
利
産
業
建
設
課

　
に
あ
る
申
込
書
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ＦＡＸ

広報ＩＤ
１００９７２９

◆集合注射実施日程

 ６月６日㈭～７日㈮
　　　　　　６月１０日㈪～ 15日㈯

 ５月2２日㈬～ 23日㈭

 ５月15日㈬
 ５月９日㈭

 ５月２3日㈭～２4日㈮

 ５月30日㈭～６月１日㈯

 ４月25日㈭

 ５月９日㈭～ 11日㈯

 本 荘

 矢 島

 岩 城

 由 利

 大 内

東由利

 西 目

 鳥 海

◎注射手数料 （集合注射会場） …３５００円

◎会場では 「犬の登録」 もできます。

　 登録手数料…３０００円　　　

※手数料の支払いは、 つり銭のないように

お願いします。

※上記の日程で注射できない場合、動物病院

　での注射をお願いします。

　 なお、 会場や時間などの詳細は、 各地域で

配布されるチラシなどをご確認ください。

　狂犬病予防法により、

生後91日以上の犬は毎

年４月から６月までの間

に１回、狂犬病予防注射

を受けなければなりま

せん。室内犬についても

同様です。

問　生活環境課　☎２４－６２５３

　　 または各総合支所市民サービス課

ＦＡＸ

広報ＩＤ
１００９６７６

　　　　　　

狂犬病予防注射を忘れずに

　　　　　　

狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに狂犬病予防注射を忘れずに

　　　　　　

狂犬病予防注射を忘れずに4月
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令和6年4月より帯状疱疹ワクチン接種費用の

一部を助成します

▶▶催し・お知らせ
■「由利本荘にかほ市民が健康を

守る会」４月の催し

　いずれも参加費無料。事前申し

込みが必要です。①と③について

は動きやすい服装でご参加くださ

い。

定員　各10人程度

会場　同会事務所(石脇字石脇２)

❶寝たきり予防の軽体操教室 －健

康長寿を目指して－

日時　４月１日㈪　14時～15時半

講師　健康アドバイザー　佐々木

もと子さん

❷がんサロン

　治療や転移予防、介護のお話を

しましょう。

日時　４月20日㈯　14時～15時半

❸いこいのカフェ 

日時　４月15日㈪　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤

真弓さん

申し込み　谷合(たにあい)さん　

☎０９０－６１４９－８７５６

■助産師相談日

　妊娠・出産や育児に関する相談、

に助産師が対応します。電話での

相談も可能です。

日付  ４月３日㈬、10日㈬、17日㈬、

　　　24日㈬

詳細はホームページ

でご確認ください

申し込み

　子育て世代包括支援センター

「ふぁみりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０-２８４５-６７２０

■赤ちゃん教室のおしらせ

　赤ちゃんの体を守るお世話の仕

方や発達を促す遊び方を学びます。

日時▷４月20日㈯はいはい・たっ

ちクラス、▷26日㈮ねんねクラ

ス・ころころクラス

　詳細はホームページ

　でご確認ください。　

申し込み

　子育て世代包括支援センター

「ふぁみりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０-２８４５-６７２０

■こころの相談日

　家族のことや仕事のこと、子育

てや学校生活のことなど、お困り

のことを気軽にご相談ください。

日時  ４月11日㈭　①10時15分～11

時　②11時15分～正午　③13時

時半～14時15分

会場　本荘保健センター（１人45

分予約制、１日３人まで）

定員　１日３組程度（要予約）

申し込み　４月９日㈫まで、健康

づくり課

　予防接種法に基づかない任意の予防接種となりますので、接種を希望する方

は効果や副反応などを十分ご理解いただいた上で、接種の判断をしてください。

【対象者】下記１～２を全て満たす方

　１．接種日において由利本荘市に住所がある年齢 50 歳以上の方

　２．過去に生・不活化いずれかの帯状疱疹ワクチン接種（自費含む）を

　　　受けたことがない方　

【ワクチンの種類・助成内容】

　生ワクチンまたは不活化ワクチン、いずれか一方のワクチン接種費用に

ついて助成します。

※生活保護世帯の方は緊急時医療依頼証の提示により無料で接種できます。

【受け方】

由利本荘市・にかほ市内協力医療機関で予約し、健康保険証などを持参し

て受けてください。

　●自己負担額は医療機関によって異なるため、医療機関へ事前に確認し

　　てください。会計時に市の助成額を除く金額が請求され

　　るため、事後の申請手続きは不要です。

　●予診票は医療機関指定のものを使用し、付属の説明

　　文をよく読んでから接種してください。

【その他】

　●接種についてはかかりつけ医にご相談ください。

　●事業が中止、終了となる場合には市ホームページなどでお知らせします。

　●協力医療機関以外で接種を希望する場合には、助成金交付申請制度が

　　あります。

　由利本荘市・にかほ市内の協力医療機関で接種をした方は、市助成分（４千円）を差し引いた額を医療機関

の窓口でお支払いください。また、協力医療機関外で全額自己負担で接種を受けた場合、申請により助成を受

けることができます。

【令和６年度接種対象者】

由利本荘市に住民登録されており、下記の年齢の方。

　 回　 数 　　　　　　　　　　 接　　種　　対　　象　　者

初回（１回目） １歳以上２歳未満

追加（２回目） ５歳～７歳未満（平成 30 年４月２日生～平成 31 年４月１日生）

協力医療機関一覧や助成金申請書は市ホームページでご確認いただけます。

広報ＩＤ
１００９５７９

HPVワクチンの接種はお済みですか？

　勧奨が差し控えられた期間に接種の機会を逃した方を対象に、接種を実施しています。

【接種対象者】

由利本荘市に住民登録されており、下記の条件に全て当てはまる方。

　①　平成９年４月２日～平成 20 年４月１日生まれの方

　②　過去にＨＰＶワクチンの接種を合計３回受けていない方。

公費（無料）で接種を受けられる期間は令和７年３月末までです。

ご家庭で聴力・視力検
査を行ってきてください

備　　考
４カ月児健診

○１日～15日生まれ⇒12時45分～13時

○16日～31日生まれ⇒13時～13時15分

　13時45分～14時15分

○１日～15日生まれ⇒13時～13時15分

○16日～31日生まれ⇒13時20分～13時35分

○偶数月生まれ⇒12時15分～12時35分

○奇数月生まれ⇒12時40分～13時

令和５年12月生まれ

事　　業　　名 実施日 受 　 付 　 時 　 間 対　象　者

< 感染症対策＞

●密を避けるため、乳幼児健診では生まれ月や生まれ日で受付時間を変更しております（上記の受付時間参照）。

●学級閉鎖やご家族の職場で感染症が流行している場合にはご相談ください。

２歳児歯科健診

10カ月児健診

23日㈫

15日㈪

30日㈫

令和２年10月生まれ

令和２年11月生まれ

令和４年１月生まれ

３歳児健診

令和５年６月生まれ

月 乳幼児健診４ 実施場所
本荘保健センター

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
○７カ月児健診は個別受診となります。
○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健セン
　ターまたは市民サービス課へご相談ください。

おたふくかぜワクチン助成事業について

広報ＩＤ
１００３８０８

免疫機能に異常のある疾患

をお持ちの方、免疫抑制治

療中の方などは接種不可。

２回目の接種は１回目の接

種から２カ月後、それを超え

る場合には６カ月以内に接

種。

生ワクチン（ビケン）

１回（皮下注射）

３千円/回

５年程度

不活化ワクチン（シングリックス）

２回（筋肉内注射）

７千円/回（２回分助成）

10年程度

種 類

接種回数・方法

助 成 額

免疫持続期間

注 意 点

広報ＩＤ １００９６５１

広報ＩＤ １００９６５１

広報ＩＤ
１００３８０９

　まだ一度も接種していない方が３回接種を完了する

には約６カ月間かかるため、接種を希望する場合には、

お早めに接種をご検討ください。

　接種対象者には既に予診票を個別送付しております。

予診票がお手元になく再交付を希望される場合には健

康づくり課へお問い合わせください。
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令和6年4月より帯状疱疹ワクチン接種費用の

一部を助成します

▶▶催し・お知らせ
■「由利本荘にかほ市民が健康を

守る会」４月の催し

　いずれも参加費無料。事前申し

込みが必要です。①と③について

は動きやすい服装でご参加くださ

い。

定員　各10人程度

会場　同会事務所(石脇字石脇２)

❶寝たきり予防の軽体操教室 －健

康長寿を目指して－

日時　４月１日㈪　14時～15時半

講師　健康アドバイザー　佐々木

もと子さん

❷がんサロン

　治療や転移予防、介護のお話を

しましょう。

日時　４月20日㈯　14時～15時半

❸いこいのカフェ 

日時　４月15日㈪　14時～15時半

講師　認知症予防脳トレ士　齋藤

真弓さん

申し込み　谷合(たにあい)さん　

☎０９０－６１４９－８７５６

■助産師相談日

　妊娠・出産や育児に関する相談、

に助産師が対応します。電話での

相談も可能です。

日付  ４月３日㈬、10日㈬、17日㈬、

　　　24日㈬

詳細はホームページ

でご確認ください

申し込み

　子育て世代包括支援センター

「ふぁみりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０-２８４５-６７２０

■赤ちゃん教室のおしらせ

　赤ちゃんの体を守るお世話の仕

方や発達を促す遊び方を学びます。

日時▷４月20日㈯はいはい・たっ

ちクラス、▷26日㈮ねんねクラ

ス・ころころクラス

　詳細はホームページ

　でご確認ください。　

申し込み

　子育て世代包括支援センター

「ふぁみりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０-２８４５-６７２０

■こころの相談日

　家族のことや仕事のこと、子育

てや学校生活のことなど、お困り

のことを気軽にご相談ください。

日時  ４月11日㈭　①10時15分～11

時　②11時15分～正午　③13時

時半～14時15分

会場　本荘保健センター（１人45

分予約制、１日３人まで）

定員　１日３組程度（要予約）

申し込み　４月９日㈫まで、健康

づくり課

　予防接種法に基づかない任意の予防接種となりますので、接種を希望する方

は効果や副反応などを十分ご理解いただいた上で、接種の判断をしてください。

【対象者】下記１～２を全て満たす方

　１．接種日において由利本荘市に住所がある年齢 50 歳以上の方

　２．過去に生・不活化いずれかの帯状疱疹ワクチン接種（自費含む）を

　　　受けたことがない方　

【ワクチンの種類・助成内容】

　生ワクチンまたは不活化ワクチン、いずれか一方のワクチン接種費用に

ついて助成します。

※生活保護世帯の方は緊急時医療依頼証の提示により無料で接種できます。

【受け方】

由利本荘市・にかほ市内協力医療機関で予約し、健康保険証などを持参し

て受けてください。

　●自己負担額は医療機関によって異なるため、医療機関へ事前に確認し

　　てください。会計時に市の助成額を除く金額が請求され

　　るため、事後の申請手続きは不要です。

　●予診票は医療機関指定のものを使用し、付属の説明

　　文をよく読んでから接種してください。

【その他】

　●接種についてはかかりつけ医にご相談ください。

　●事業が中止、終了となる場合には市ホームページなどでお知らせします。

　●協力医療機関以外で接種を希望する場合には、助成金交付申請制度が

　　あります。

　由利本荘市・にかほ市内の協力医療機関で接種をした方は、市助成分（４千円）を差し引いた額を医療機関

の窓口でお支払いください。また、協力医療機関外で全額自己負担で接種を受けた場合、申請により助成を受

けることができます。

【令和６年度接種対象者】

由利本荘市に住民登録されており、下記の年齢の方。

　 回　 数 　　　　　　　　　　 接　　種　　対　　象　　者

初回（１回目） １歳以上２歳未満

追加（２回目） ５歳～７歳未満（平成 30 年４月２日生～平成 31 年４月１日生）

協力医療機関一覧や助成金申請書は市ホームページでご確認いただけます。

広報ＩＤ
１００９５７９

HPVワクチンの接種はお済みですか？

　勧奨が差し控えられた期間に接種の機会を逃した方を対象に、接種を実施しています。

【接種対象者】

由利本荘市に住民登録されており、下記の条件に全て当てはまる方。

　①　平成９年４月２日～平成 20 年４月１日生まれの方

　②　過去にＨＰＶワクチンの接種を合計３回受けていない方。

公費（無料）で接種を受けられる期間は令和７年３月末までです。

ご家庭で聴力・視力検
査を行ってきてください

備　　考
４カ月児健診

○１日～15日生まれ⇒12時45分～13時

○16日～31日生まれ⇒13時～13時15分

　13時45分～14時15分

○１日～15日生まれ⇒13時～13時15分

○16日～31日生まれ⇒13時20分～13時35分

○偶数月生まれ⇒12時15分～12時35分

○奇数月生まれ⇒12時40分～13時

令和５年12月生まれ

事　　業　　名 実施日 受 　 付 　 時 　 間 対　象　者

< 感染症対策＞

●密を避けるため、乳幼児健診では生まれ月や生まれ日で受付時間を変更しております（上記の受付時間参照）。

●学級閉鎖やご家族の職場で感染症が流行している場合にはご相談ください。

２歳児歯科健診

10カ月児健診

23日㈫

15日㈪

30日㈫

令和２年10月生まれ

令和２年11月生まれ

令和４年１月生まれ

３歳児健診

令和５年６月生まれ

月 乳幼児健診４ 実施場所
本荘保健センター

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
○７カ月児健診は個別受診となります。
○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健セン
　ターまたは市民サービス課へご相談ください。

おたふくかぜワクチン助成事業について

広報ＩＤ
１００３８０８

免疫機能に異常のある疾患

をお持ちの方、免疫抑制治

療中の方などは接種不可。

２回目の接種は１回目の接

種から２カ月後、それを超え

る場合には６カ月以内に接

種。

生ワクチン（ビケン）

１回（皮下注射）

３千円/回

５年程度

不活化ワクチン（シングリックス）

２回（筋肉内注射）

７千円/回（２回分助成）

10年程度

種 類

接種回数・方法

助 成 額

免疫持続期間

注 意 点

広報ＩＤ １００９６５１

広報ＩＤ １００９６５１

広報ＩＤ
１００３８０９

　まだ一度も接種していない方が３回接種を完了する

には約６カ月間かかるため、接種を希望する場合には、

お早めに接種をご検討ください。

　接種対象者には既に予診票を個別送付しております。

予診票がお手元になく再交付を希望される場合には健

康づくり課へお問い合わせください。
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おすすめ番組と番組表のご案内(4月2日～15日)
時間 月

8・15
日
7・14

土
6・13

火～金
2・3・4・5・9・10・11・12

テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

  5　00
  6　00
  6　30
  7　00
  7　30

  8　00

  9　00

10　00

12　00
12　30

13　00

15　00
14　00

16　00

18　00

18　30
19　00
19　30

20　00

21　00
21　30
22　30
23　00
23　30
  0　00

（～翌５:00まで）

17　00

11　00

10　30

ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再）
文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

企画・特別番組①「県外ロングインタビュー ～ 故郷 秋田への想い ～」
■2日～8日／「照井佳歩さん」　■9日～15日／「戸田眞里さん」

企画・特別番組②
■2日～ 8日／「スポコンチャンネル Ｖｏｌ.１３５」
■9日～ 15日／「いちばチャンネル『市場朝ん歩と市場deクッキング～タイ･スズキ編～ 』」
企画・特別番組③
■2日～8日／「豊穣の海路 北前船の真価 ～秋田三都物語～ 」
■9日～15日／「ROOTS THE MOVIE『システム科学技術学部』
　　　　　　　　　　　　　　　　『目には見えない情報を活用する男　岡野邦宏』」

アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④
「県外ロングインタビュー ～ 故郷 秋田への想い ～」
■2日～ 8日／「池上朝子さん」　
■9日～ 15日／「渡邉恵子さん」

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り
■2日～ 8日／「未来への on air ふたたび」
　　　　　　　　制作：テレビ小松（石川）
■9日～ 15日／「釣りバカＺ
　　　　　　　　　　　『根ボッケを狙え！ 』」
　　制作：ニューメディア函館センター（北海道）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字放送

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字放送

文字放送

文字放送

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

ゆりほんTimes Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り
■2日～8日／「爆旅道中記」制作：天草ケーブルネットワーク（熊本）
■9日～15日／「街ナカ情報発信 てけてけおじゃマップ」
　　　　　　　　　　　　　 制作：ニューメディア函館センター（北海道）

・予告なく番組の放送時間や内容を変更する場合があります。   
・放送する番組内容は EPG（テレビなどの電子番組表）やホームページからもご覧になれます。   
・4月16日～30日の番組表は本紙 4月15日号に掲載予定です。   

由利本荘市CATVセンター
受付時間

月～金曜日（祝日除く）8:30～17:15
※故障受け付けは24時間365日対応

　〒018-0711　由利本荘市岩谷町字日渡51番地1
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp

電話：0184-65-3722

〈問い合わせ先〉

ホームページ
YouTube

公式チャンネル

「ROOTS THE MOVIE」

「豊穣の海路 北前船の真価 
　　　　　　　　　～秋田三都物語～ 」

　江戸から明治にかけて大阪と北海道を結
び、商品を売り買いした北前船。北前船がも
たらしたさまざまな物語をお送りする。

〈4月2日(火)11:00～ほか〉

「街ナカ情報発信 てけてけおじゃマップ」
　北海道･函館発の情報番組｡今回は｢クラフ
トビール特集｣と｢辰年グルメ｣をお届け！

〈4月9日(火)8:00～ほか〉

・受診対象の上記年齢以外

　の20～39歳の方、および

　40歳以上偶数年齢の方も

　二次元コードから申し込

　みできます。

備 考

申 し 込 み

・令和５年度 ( 前年度 ) に内視鏡検査を受けた方は、今年度の胃がん

　検診の対象外となります。

・同一年度中にバリウム検査と胃内視鏡検査を両方受診することはで

　きません。

・内視鏡検査は、医療機関の判断で検査の対象外となる場合があります。

・バリウム検査は上記年齢以外の40歳以上の方は有料で受けられま

　す。

●由利組合総合病院●本荘

第一病院●佐々木産婦人科

医院●しぶやこまちクリニッ

ク●各地域集団検診会場

検 診 実 施

場 所

秋田県内の協力医療機関

●いとう内科医院●猪股医院●佐藤医院●加賀医院

●梵天内科クリニック●松ヶ崎診療所●わかまつ内科

クリニック●渡邊医院（医療機関は変更になる場合

があります。）

●由利組合総合

病院（個別検診）

●各地域の集団

検診

由利組合総合病院

６月〜12月、

各地域の集団検診

５月〜７月

500円（ＨＰＶ検査を希望

する場合、別途800円）
料 金

4,000円（保険診療で生検を行った場合、別途自

己負担が発生します）
無料

23、25、27、29歳
対 象 年 齢

51、53、55、57、59歳

細胞診
婦人科超音波検診

内 容 内視鏡検査 バリウム検査

医療機関：７月～12月頃まで

各地域集団検診：５月～９月

実 施 期 間 ８月～12月頃まで

※実施期間は変更になる場合があります。

※対象年齢は、令和７年４月１日現在の年齢です。

　全国の高校生の代わりにフリーアナウン
サー･相場詩織さんが秋田県立大学について
調査し、大学や教員の魅力の起源を紹介。今
回はシステム科学技術学部と生物資源科学
部の教員を紹介｡   〈4月9日(火)11:00～ほか〉

子宮がん・胃がん 検 診 が　　　　  受けられます

梶原　ミチさん

（大正13年３月14日生まれ・西梵天）

加藤　ヲテチさん

（大正13年３月15日生まれ・水林）

加藤　雄一郎さん

（大正13年３月19日生まれ・福山）

佐藤　フヨさん

（大正13年３月20日生まれ・矢島町立石）

子 宮 が ん 胃 　 　 が 　 　 ん
ルーツ

満100歳  おめでとうございます

令和６年
度

お得に下記の年齢の方は

備 考

申 し 込 み

検 診 実 施

場 所

料 金

対 象 年 齢

内 容

実 施 期 間

【申込期間】４月１日から５月 31 日まで

【申し込み・問い合わせ】  ☎：２２-１８３４（平日のみ、健康づくり課）

ホームページ（24 時間）https://www.kensinportal.jp/akita/yurihonjo/2024/

各地域の検診申し込み調査で希望した方は、再度申し込む必要はありません。

広報ＩＤ
１００３７９７

各種検診は
こちらから
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おすすめ番組と番組表のご案内(4月2日～15日)
時間 月

8・15
日
7・14

土
6・13

火～金
2・3・4・5・9・10・11・12

テレビショッピング（QVCとショップチャンネルの曜日交互編成）

  5　00
  6　00
  6　30
  7　00
  7　30

  8　00

  9　00

10　00

12　00
12　30

13　00

15　00
14　00

16　00

18　00

18　30
19　00
19　30

20　00

21　00
21　30
22　30
23　00
23　30
  0　00

（～翌５:00まで）

17　00

11　00

10　30

ライブカメラ映像（市役所・法体の滝・南由利原高原）
みんなかだ～れ体操

ゆりほん
Times Weekly（再）

ゆりほん Times（再）
文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほん Times（再）文字放送 文字放送

ゆりほんTimes
 Weekly（再）

企画・特別番組①「県外ロングインタビュー ～ 故郷 秋田への想い ～」
■2日～8日／「照井佳歩さん」　■9日～15日／「戸田眞里さん」

企画・特別番組②
■2日～ 8日／「スポコンチャンネル Ｖｏｌ.１３５」
■9日～ 15日／「いちばチャンネル『市場朝ん歩と市場deクッキング～タイ･スズキ編～ 』」
企画・特別番組③
■2日～8日／「豊穣の海路 北前船の真価 ～秋田三都物語～ 」
■9日～15日／「ROOTS THE MOVIE『システム科学技術学部』
　　　　　　　　　　　　　　　　『目には見えない情報を活用する男　岡野邦宏』」

アリーナい～な体操

ゆりほんTimes Weekly
（再）

全国ケーブルテレビ便り
※同日8:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（初回放送）

テレビショッピング

企画・特別番組④
「県外ロングインタビュー ～ 故郷 秋田への想い ～」
■2日～ 8日／「池上朝子さん」　
■9日～ 15日／「渡邉恵子さん」

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

全国ケーブルテレビ便り
■2日～ 8日／「未来への on air ふたたび」
　　　　　　　　制作：テレビ小松（石川）
■9日～ 15日／「釣りバカＺ
　　　　　　　　　　　『根ボッケを狙え！ 』」
　　制作：ニューメディア函館センター（北海道）

ゆりほんTimes（初回放送）
文字放送

ゆりほんTimes（再）

し～なチャン（初回放送）

し～なチャン（再）

ゆりほんTimes（再）

ゆりほんTimes（再）

文字放送

文字放送

文字放送

企画・特別番組③（再）　※同日11:00 ～の放送と同じ

企画・特別番組①（再）
※同日9:00 ～の放送と同じ

ゆりほんTimes Weekly
（再）

し～なチャンWeekly（再）

ゆりほんTimes Weekly（再）

全国ケーブルテレビ便り
■2日～8日／「爆旅道中記」制作：天草ケーブルネットワーク（熊本）
■9日～15日／「街ナカ情報発信 てけてけおじゃマップ」
　　　　　　　　　　　　　 制作：ニューメディア函館センター（北海道）

・予告なく番組の放送時間や内容を変更する場合があります。   
・放送する番組内容は EPG（テレビなどの電子番組表）やホームページからもご覧になれます。   
・4月16日～30日の番組表は本紙 4月15日号に掲載予定です。   

由利本荘市CATVセンター
受付時間

月～金曜日（祝日除く）8:30～17:15
※故障受け付けは24時間365日対応

　〒018-0711　由利本荘市岩谷町字日渡51番地1
Eメールアドレス：yurihontv@cna-catv.co.jp

電話：0184-65-3722

〈問い合わせ先〉

ホームページ
YouTube

公式チャンネル

「ROOTS THE MOVIE」

「豊穣の海路 北前船の真価 
　　　　　　　　　～秋田三都物語～ 」

　江戸から明治にかけて大阪と北海道を結
び、商品を売り買いした北前船。北前船がも
たらしたさまざまな物語をお送りする。

〈4月2日(火)11:00～ほか〉

「街ナカ情報発信 てけてけおじゃマップ」
　北海道･函館発の情報番組｡今回は｢クラフ
トビール特集｣と｢辰年グルメ｣をお届け！

〈4月9日(火)8:00～ほか〉

・受診対象の上記年齢以外

　の20～39歳の方、および

　40歳以上偶数年齢の方も

　二次元コードから申し込

　みできます。

備 考

申 し 込 み

・令和５年度 ( 前年度 ) に内視鏡検査を受けた方は、今年度の胃がん

　検診の対象外となります。

・同一年度中にバリウム検査と胃内視鏡検査を両方受診することはで

　きません。

・内視鏡検査は、医療機関の判断で検査の対象外となる場合があります。

・バリウム検査は上記年齢以外の40歳以上の方は有料で受けられま

　す。

●由利組合総合病院●本荘

第一病院●佐々木産婦人科

医院●しぶやこまちクリニッ

ク●各地域集団検診会場

検 診 実 施

場 所

秋田県内の協力医療機関

●いとう内科医院●猪股医院●佐藤医院●加賀医院

●梵天内科クリニック●松ヶ崎診療所●わかまつ内科

クリニック●渡邊医院（医療機関は変更になる場合

があります。）

●由利組合総合

病院（個別検診）

●各地域の集団

検診

由利組合総合病院

６月〜12月、

各地域の集団検診

５月〜７月

500円（ＨＰＶ検査を希望

する場合、別途800円）
料 金

4,000円（保険診療で生検を行った場合、別途自

己負担が発生します）
無料

23、25、27、29歳
対 象 年 齢

51、53、55、57、59歳

細胞診
婦人科超音波検診

内 容 内視鏡検査 バリウム検査

医療機関：７月～12月頃まで

各地域集団検診：５月～９月

実 施 期 間 ８月～12月頃まで

※実施期間は変更になる場合があります。

※対象年齢は、令和７年４月１日現在の年齢です。

　全国の高校生の代わりにフリーアナウン
サー･相場詩織さんが秋田県立大学について
調査し、大学や教員の魅力の起源を紹介。今
回はシステム科学技術学部と生物資源科学
部の教員を紹介｡   〈4月9日(火)11:00～ほか〉

子宮がん・胃がん 検 診 が　　　　  受けられます

梶原　ミチさん

（大正13年３月14日生まれ・西梵天）

加藤　ヲテチさん

（大正13年３月15日生まれ・水林）

加藤　雄一郎さん

（大正13年３月19日生まれ・福山）

佐藤　フヨさん

（大正13年３月20日生まれ・矢島町立石）

子 宮 が ん 胃 　 　 が 　 　 ん
ルーツ

満100歳  おめでとうございます

令和６年
度

お得に下記の年齢の方は

【申込期間】４月１日から５月 31 日まで

【申し込み・問い合わせ】  ☎：２２-１８３４（平日のみ、健康づくり課）

ホームページ（24 時間）https://www.kensinportal.jp/akita/yurihonjo/2024/

各地域の検診申し込み調査で希望した方は、再度申し込む必要はありません。

広報ＩＤ
１００３７９７

各種検診は
こちらから
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　ん
と
し
た
雰
囲
気
で
卒
業
証

　
　書
を
受
け
取
っ
た
矢
島
小
卒

業
生
や
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
写
真
撮
影
で
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
一
輝
）

ら
い
別
れ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
　素
敵
な
出
会
い
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
令
和
６
年
春
、
新
た
な
気

持
ち
で
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

広
報
広
聴
課
は
同
じ
メ
ン
バ
ー
で

頑
張
り
ま
す
　
　
　   （
タ
ワ
ー
）

　
　ち
に
待
っ
た
春
。こ
と
し
の

　
　冬
は
雪
も
少
な
か
っ
た
の
で

「
長
い
冬
が
終
わ
っ
た
！
」
と
い
う

解
放
感
は
な
い
で
す
が
、
サ
ク
ラ

の
開
花
状
況
が
聞
こ
え
る
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
♪

  （
ひ
よ
こ
）

　
　イ
ン
で
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
防

　
　災
、
ご
み
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
友
だ
ち

に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
登

録
お
願
い
し
ま
す
。
　（Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　ロ
ー
バ
ー
に
は
幸
せ
が
詰
ま

　
　っ
て
い
そ
う
だ
。
ふ
と
見
た

足
下
に
四
つ
葉
を
見
つ
け
大
切
に

持
ち
歩
く
人
も
い
る
。
こ
と
し
の

春
も
た
く
さ
ん
ハ
ッ
ピ
ー
が
届
き

ま
す
よ
う
に
　
　
　
　
　
　（♪
）

　
　ん
年
目
の
広
報
広
聴
課
、
こ

　
　と
し
は
６
人
の
顔
ぶ
れ
変
わ

ら
ず
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
念

の
た
め
、
さ
よ
な
ら
の
ひ
と
い
き

も
準
備
し
て
ま
し
た
が
来
年
度
以

降
に
持
ち
越
し
で
す
。
　
　（紀
）

さ く ら ま つ り

ち　ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

<３月１日～３月15日受け付け分>

<３月１日～３月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

ぜひ仲間になってください。

目の不自由な方々 のため、
さまざまな活字情報を音訳し、

ＣＤに録音して届けるボランティア団体
「こえの会」です。

問　こえの会　石井　０９０-２７９８-００６４

　　福祉支援課　２４−６３１４

広  報
クイズ

クイズの答え　Q１→２　Q２→１

たくさんの応募、ありがとうございました。

「喫茶わおん」から

「いじちくのテリーヌとワッフル」を
５人にプレゼント！

３３

佐藤多美子さん
佐々木亜美さん
田口　薫代さん
今野喜保子さん
畑山津美子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（岩城地域）

（東由利地域）

◆初心者向けスマホ教室を開催します◆大内総合交流ターミナル「ぽぽろっこ」
　の指定管理者を募集します

市では８月から大内総

合交流ターミナル「ぽぽ

ろっこ」ほか５施設の指

定管理を行う団体（個人

不可）を募集します。詳

しくは市ホームページを

ご覧ください。

広報ＩＤ
１００３５１６

◆
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
が
贈
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

「
大
学
ポ
テ
ト
」
と
し
て
提
供
し
た
記
事
を
読

み
、
ふ
ぞ
ろ
い
な
野
菜
を
無
駄
に
せ
ず
、
活
用
し

て
い
て
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
山
崎
さ
ん
・
10
代
・
岩
城
地
域
）

◆
喫
茶
わ
お
ん
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
店
の
近
く

を
以
前
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
一
度
入
っ
て
み
た

い
と
思
い
１
人
で
行
き
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
い

た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

（
斎
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広
報

紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

問い合わせ

　大内総合支所産業建設課　

　☎０１８４－６５－２２１６

　　 ouc-sanken@city.yurihonjo.lg.jp

申し込み・問い合わせ

行政改革推進課デジタル化推進班　☎２４－６３８３

体験用のスマートフォンを貸し出しします。スマート

フォンの基本的な操作方法、各アプリの使用方法など体

験できます。参加を希望する方は、事前に下記の問い合

わせまでご連絡ください。参加無料。

日時　４月25日㈭

　　　①10時～正午　基本操作とＬＩＮＥ編

　　　②13時半～15時半　基本操作と防災対策編

会場　カダーレ会議室

対象　スマートフォン初心者　※所持の有無問わず

定員　各10人

武田　節子さん

大門サカヱさん

阿部　智幸さん

佐々木朝子さん

金子　ヨシさん

志村　秀三さん

佐々木リセさん

林　紘繼さん

須田　キミさん

田口　恭一さん

佐藤トクヱさん

山田　清治さん

大橋　成基さん

（一番堰 ・ 85歳）

（松街道 ・ 92歳）

（東梵天 ・ 49歳）

（藤崎 ・ 95歳）

（藤崎 ・ 93歳）

（後町 ・ 74歳）

（松ヶ崎 ・ 92歳）

（古雪町 ・ 78歳）

（一番堰 ・ 91歳）

（赤田 ・ 84歳）

（石脇 ・ 96歳）

（埋田 ・ 93歳）

（石脇 ・ 82歳）

髙野タミヱさん

佐々木蓉子さん

大島　　清さん

佐藤　利夫さん

小池　光市さん

佐々木ヨシさん

齊藤　久尚さん

三浦ゆき子さん

高橋　　英さん

小野　令子さん

佐々木正章さん

山岡　幸藏さん

石井金太郎さん

佐藤　吉市さん

黒木　京子さん

木村　喜一さん

佐々木恵子さん

橋本いよ子さん

髙橋　ミヱさん

伊藤　京子さん

松永　弘史さん

伊藤　市郎さん

小柳　一夫さん

小助川哲美さん

佐藤　悦子さん

小松　富雄さん

（畑谷 ・ 101歳）

（出戸町 ・ 86歳）

（古雪町 ・ 74歳）

（川口 ・ 75歳）

（石脇 ・ 64歳）

（松ヶ崎 ・ 94歳）

（川口 ・ 83歳）

（宮内 ・ 75歳）

（石脇 ・ 82歳）

（西梵天 ・ 76歳）

（後町 ・ 51歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（石脇 ・ 78歳）

（矢島町川辺 ・ 86歳）

（矢島町元町 ・ 96歳）

（矢島町新荘 ・ 83歳）

（岩城二古 ・ 58歳）

（岩城亀田大町 ・ 75歳）

（曲沢 ・ 93歳）

（長坂 ・ 77歳）

（岩谷町 ・ 71歳）

（中俣 ・ 82歳）

（中田代 ・ 70歳）

（岩谷町 ・ 86歳）

（東由利田代 ・ 70歳）

（東由利舘合 ・ 94歳）

小野　庄治さん

小松　　博さん

三浦　ミヨさん

鈴木　清次さん

鷹島　ソデミさん

佐々木勇一郎さん

赤川源一朗さん

菅野　千枝さん

佐藤　正直さん

小沼　令尚さん

（東由利田代 ・ 85歳）

（東由利舘合 ・ 63歳）

（西目町出戸 ・ 89歳）

（西目町沼田 ・ 90歳）

（西目町出戸 ・ 93歳）

（西目町海士剝 ・ 87歳）

（鳥海町下笹子 ・ 71歳）

（鳥海町上笹子 ・ 94歳）

（鳥海町伏見 ・ 82歳）

（鳥海町上笹子 ・ 89歳）

佐藤　葵柊ちゃん（祐太さん）古雪町

縄野　　塁ちゃん（ 智 さん）桶屋町

渡辺　柚羽ちゃん（ 衛 さん）石脇

熊谷　柚芭ちゃん（直人さん）砂子下

横手　一凰ちゃん（裕也さん）谷山小路

あおと

  　 るい

　ゆ う

  ゆずは

  い お

えいわ

 　 さくら

 れんま

ひなた

せ な

佐藤　永和ちゃん（満月さん）石脇

西村　　桜ちゃん（真也さん）赤沼下

金子　蓮優ちゃん（成宏さん）新上条

戸賀瀬　暖ちゃん（達也さん）岩谷町

佐藤　世絆ちゃん（龍乃助さん）東由利老方

須藤　紗凪ちゃん（ 誠 さん）西目町沼田

佐藤　拓真ちゃん（正敏さん）西目町沼田

横山　奏音ちゃん（ 巧 さん）鳥海町下笹子

さ な

たくま

かのん
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<３月１日～３月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

ぜひ仲間になってください。

目の不自由な方々 のため、
さまざまな活字情報を音訳し、

ＣＤに録音して届けるボランティア団体
「こえの会」です。

問　こえの会　石井　０９０-２７９８-００６４

　　福祉支援課　２４−６３１４
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クイズ
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たくさんの応募、ありがとうございました。

「喫茶わおん」から

「いじちくのテリーヌとワッフル」を
５人にプレゼント！
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佐藤多美子さん
佐々木亜美さん
田口　薫代さん
今野喜保子さん
畑山津美子さん
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◆初心者向けスマホ教室を開催します◆大内総合交流ターミナル「ぽぽろっこ」
　の指定管理者を募集します

市では８月から大内総
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こ
と
や
広
報

紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

問い合わせ

　大内総合支所産業建設課　

　☎０１８４－６５－２２１６

　　 ouc-sanken@city.yurihonjo.lg.jp

申し込み・問い合わせ

行政改革推進課デジタル化推進班　☎２４－６３８３

体験用のスマートフォンを貸し出しします。スマート

フォンの基本的な操作方法、各アプリの使用方法など体

験できます。参加を希望する方は、事前に下記の問い合

わせまでご連絡ください。参加無料。

日時　４月25日㈭

　　　①10時～正午　基本操作とＬＩＮＥ編

　　　②13時半～15時半　基本操作と防災対策編

会場　カダーレ会議室

対象　スマートフォン初心者　※所持の有無問わず

定員　各10人

武田　節子さん

大門サカヱさん

阿部　智幸さん

佐々木朝子さん

金子　ヨシさん

志村　秀三さん

佐々木リセさん

林　紘繼さん

須田　キミさん

田口　恭一さん

佐藤トクヱさん

山田　清治さん

大橋　成基さん

（一番堰 ・ 85歳）

（松街道 ・ 92歳）

（東梵天 ・ 49歳）

（藤崎 ・ 95歳）

（藤崎 ・ 93歳）

（後町 ・ 74歳）

（松ヶ崎 ・ 92歳）

（古雪町 ・ 78歳）

（一番堰 ・ 91歳）

（赤田 ・ 84歳）

（石脇 ・ 96歳）

（埋田 ・ 93歳）

（石脇 ・ 82歳）

髙野タミヱさん

佐々木蓉子さん

大島　　清さん

佐藤　利夫さん

小池　光市さん

佐々木ヨシさん

齊藤　久尚さん

三浦ゆき子さん

高橋　　英さん

小野　令子さん

佐々木正章さん

山岡　幸藏さん

石井金太郎さん

佐藤　吉市さん

黒木　京子さん

木村　喜一さん

佐々木恵子さん

橋本いよ子さん

髙橋　ミヱさん

伊藤　京子さん

松永　弘史さん

伊藤　市郎さん

小柳　一夫さん

小助川哲美さん

佐藤　悦子さん

小松　富雄さん

（畑谷 ・ 101歳）

（出戸町 ・ 86歳）

（古雪町 ・ 74歳）

（川口 ・ 75歳）

（石脇 ・ 64歳）

（松ヶ崎 ・ 94歳）

（川口 ・ 83歳）

（宮内 ・ 75歳）

（石脇 ・ 82歳）

（西梵天 ・ 76歳）

（後町 ・ 51歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（石脇 ・ 78歳）

（矢島町川辺 ・ 86歳）

（矢島町元町 ・ 96歳）

（矢島町新荘 ・ 83歳）

（岩城二古 ・ 58歳）

（岩城亀田大町 ・ 75歳）

（曲沢 ・ 93歳）

（長坂 ・ 77歳）

（岩谷町 ・ 71歳）

（中俣 ・ 82歳）

（中田代 ・ 70歳）

（岩谷町 ・ 86歳）

（東由利田代 ・ 70歳）

（東由利舘合 ・ 94歳）

小野　庄治さん

小松　　博さん

三浦　ミヨさん

鈴木　清次さん

鷹島　ソデミさん

佐々木勇一郎さん

赤川源一朗さん

菅野　千枝さん

佐藤　正直さん

小沼　令尚さん

（東由利田代 ・ 85歳）

（東由利舘合 ・ 63歳）

（西目町出戸 ・ 89歳）

（西目町沼田 ・ 90歳）

（西目町出戸 ・ 93歳）

（西目町海士剝 ・ 87歳）

（鳥海町下笹子 ・ 71歳）

（鳥海町上笹子 ・ 94歳）

（鳥海町伏見 ・ 82歳）

（鳥海町上笹子 ・ 89歳）

佐藤　葵柊ちゃん（祐太さん）古雪町

縄野　　塁ちゃん（ 智 さん）桶屋町

渡辺　柚羽ちゃん（ 衛 さん）石脇

熊谷　柚芭ちゃん（直人さん）砂子下

横手　一凰ちゃん（裕也さん）谷山小路

あおと

  　 るい

　ゆ う

  ゆずは

  い お

えいわ

 　 さくら

 れんま

ひなた

せ な

佐藤　永和ちゃん（満月さん）石脇

西村　　桜ちゃん（真也さん）赤沼下

金子　蓮優ちゃん（成宏さん）新上条

戸賀瀬　暖ちゃん（達也さん）岩谷町

佐藤　世絆ちゃん（龍乃助さん）東由利老方

須藤　紗凪ちゃん（ 誠 さん）西目町沼田

佐藤　拓真ちゃん（正敏さん）西目町沼田

横山　奏音ちゃん（ 巧 さん）鳥海町下笹子

さ な

たくま

かのん
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ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑売繁盛笑売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ
4/17（水）ま

で
4/17（水）ま

で

読 者
プレゼント

〒015-8501
尾
崎
17

広
報
広
聴
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

尾留川商店から「コーヒー１杯無料券」を10人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。

客
が
減
り
、
一
時
は
お
店
を
や

め
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
地
域

の
人
か
ら
「
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
お
茶
を
飲
む
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
い
い
」
と
の
話
し
が
あ
っ
て
、

食
事
を
提
供
す
る
お
店
と
し
て

昨
年
２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
。

■
お
す
す
め

　
オ
ム
ラ
イ
ス
が
お
す
す
め
。

当
初
は
と
ろ
と
ろ
の
半
熟
オ
ム

レ
ツ
を
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
の
上
に

載
せ
て
提
供
し
て
い
た
が
、
半

熟
が
苦
手
な
方
も
い
た
た
め
、

現
在
は
薄
焼
き
の
卵
で
ラ
イ
ス

を
包
む
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
料
理
も
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
あ
る
も
の
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

■
よ
ろ
こ
び

　
料
理
が
お
い
し
か
っ
た
と
言

っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
う
れ

し
い
。
そ
の
ほ
か
お
店
に
来
て

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
世
間

話
な
ど
を
し
た
お
客
さ
ん
が
、

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
帰
っ
て

行
く
こ
と
や
、
撮
り
鉄
や
映
画

の
聖
地
巡
礼
に
訪
れ
た
、
県
外

の
方
な
ど
も
来
て
く
れ
る
こ
と
。

■
こ
れ
か
ら

　
日
々
料
理
の
勉
強
を
し
て
、

よ
り
お
い
し
い
も
の
を
お
客
さ

ん
に
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
分
の
幸
せ
は
50
米
以
内
に
あ

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
分

も
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
人

に
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

■
あ
ら
ま
し

　
お
店
は
尾
留
川
さ
ん
の
先
々

代
が
食
料
品
店
と
し
て
始
め
た

も
の
で
、
２
代
目
と
な
る
母
は

惣
菜
な
ど
も
作
っ
て
販
売
し
て

い
た
。
尾
留
川
さ
ん
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
お
店
を
継
ぐ
よ
う
に

と
言
わ
れ
て
育
ち
、
お
店
で
生

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
短
大

で
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
。
卒

業
後
は
お
店
の
手
伝
い
を
行
っ

て
い
た
が
、
若
い
う
ち
は
ど
こ

か
で
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
市
役
所
の
臨
時
職
員
と

し
て
働
い
た
。
そ
の
後
、
28
歳

か
ら
は
本
格
的
に
お
店
で
働
く

こ
と
と
な
り
、
30
代
の
頃
に
は

調
理
師
免
許
も
取
得
し
、
惣
菜

な
ど
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
時
代
の
流
れ
と
共
に
お

■
あ
ら
ま
し

　
お
店
は
尾
留
川
さ
ん
の
先
々

代
が
食
料
品
店
と
し
て
始
め
た

Q1 Q2

１. ７年
２. 10年
３. 15年

住宅用火災警報器の交換目安は
設置から何年経過したら？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
由
利
地
域
の
「
尾
留
川
商
店
」
で
す
。

地域の人が集まることのできる場所へ地域の人が集まることのできる場所へ
《第133回》

《前郷字前郷２９－１　☎５３－３０３２》《前郷字前郷２９－１　☎５３－３０３２》

由利地域 尾留川商店

店
主
の

尾
留
川
泉
さ
ん
｟67
歳
｠
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　昼
の
時
間
帯
が
忙
し
く
、

ラ
ン
チ
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
と
、

朝
か
ら
晩
ま
で
ラ
ン
チ
と
し

て
営
業
時
間
を
設
け
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
に
無
い
料
理
の
注

文
も
、
そ
の
日
に
食
材
が
あ

れ
ば
作
る
と
い
う
尾
留
川
さ

ん
。
手
間
の
か
か
る
料
理
は

事
前
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

対
応
す
る
そ
う
で
す
。

　常
連
に
な
り
、
自
分
専
用

の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

尾留川商店尾留川商店

トマトソースがかかった
おすすめのオムライス

「お客さんの欲しいものを取り寄せたり、ま
ちの便利屋さんみたいなもの。困った人を助
けるのが商売です」と話す尾留川さん

提供しているランチメニ
ュー。このほか日替わり
ランチも準備されている

食料品や日用品、衣類などが
並ぶ明るい店内

コーヒーを楽しみながら、読書など
ゆっくりすることができる

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域

○営業時間／９時～17時
○定休日／不定休　※電話でご確認ください。

■ 店
主
の

尾
留
川
泉
さ
ん
｟

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

尾留川商店

消防署由利分署
由利総合支所

前郷駅子
吉
川

１. ありがとう八森校舎プロジェクト
２. さよなら矢島校舎プロジェクト
３. さよなら八森校舎プロジェクト

校舎が移転する矢島小学校で、１年をか
けて実施されたプロジェクトの名称は？


